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は じ め に

　2017、18 年のがん研有明病院年報が完成したのでお届けします。以前から病院の活

動状況、医師の業績などを本にしてお届けしていましたが、前回から電子媒体のみと

することにいたしました。この方が、もちろん場所も取りませんし、検索にも便利です。

またもしデータを活用いただくことがあれば、そのままご利用いただけるはずです。

　がん研有明病院は、2005 年に大塚から移転してきましたが、都心からややはずれる

立地にもかかわらず多くの医療機関の皆様や患者さんのご支持をいただき、手術・化

学療法の件数、がん登録件数は増加の一途をたどっています。職員数もこの 13 年間で

2 倍に増えました。もちろんその行程は平坦ではなく、さまざまな問題が発生しては

その取り組みに追われましたし、経営改革にも職員一丸となって努力してきたわけで

すが、その結果今日、わが国で最も多くのがん患者さんを診療する病院となったこと

は、私たちのこの上ない誇りと喜びです。この年報に収めました診療実績データから、

これを読み取っていただければ幸いです。

　2018 年末には、「先端医療開発センター」の設立を決め、予算を決定しました。こ

れはがん研有明病院の歴史の中でも新しい大きな第一歩です。これまでの「第一線の

臨床実践」にとどまらず、がんゲノム医療やがん免疫治療を含む早期開発に踏み込み、

最先端の診断・治療を自ら生み出して患者さんに届ける仕組みを立ち上げたのです。3

年後には 30 人規模のスタッフを抱えて多数の第 I 相試験に取り組んでいるはずです。

どうぞご期待ください。

	 2019 年 11 月吉日	

公益財団法人がん研究会有明病院

	病院長	佐野　武
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１．理念・基本⽅針１．理念・基本⽅針 
 

未来を担う理想のがん専⾨病院となるために、病院の理念・基本⽅針として次の使命(Mission)、
共有する価値観(Core Values)、将来展望(Vision)を定めました。 

これに基づき、私たちは最⾼の医療を提供するとともに、下記の「患者さんの権利」を尊重した、
やさしく⼼の通った医療を実践してまいります。 

 
◆基本理念 

「がん研究会はがん克服をもって⼈類の福祉に貢献する」 

この基本理念達成のために、がん研究会は 研究所、病院およびがん化学療法センター等を擁し 

１．がんの本態と個性を明らかにし、がんの診断・治療・予防に貢献すると共に、 
⽣命科学の先端を開拓する。 

２．優れたがんの診断・治療を実践し、がんを治す。 
３．がんの新薬と新しい診断・治療法を開発する。 
４．がんの予防研究と⼀次・⼆次予防の実践により、がんの発⽣と死亡を抑える。 
５．がんの研究・診療・予防の、国内および国際交流を促進する。 

 
◆使命・価値観・将来展望 

使   命  Mission  「がん克服をもって⼈類の福祉に貢献する」 
価 値 観  Core Values 「創造・⾰新・⾼質・親切・協調」 
将来展望  Vision  「がんの診療・研究において世界に誇るがん研となる」 

 
◆基本⽅針 

１．新しいがん医療の創造に努めます 
２．安全かつ質の⾼いがん医療を提供します 
３．患者さん中⼼の親切ながん医療を⾏います 
４．臓器別診療に基づくチーム医療を実践します 
５．⼈間性豊かな医療⼈の育成に努めます 

 
◆患者さんの権利 

１．基本的⼈権に基づき、⾼質の医療を等しく受けることができます。 (基本的⼈権) 
２．⼗分な説明と情報提供を受けることができます。 (⼗分な説明と情報提供) 
３．⾃⼰の意思に基づいて診療を受けることができます。 (治療の⾃⼰決定) 
４．⾃⼰の受けた診療内容を知ることができます。 (情報公開) 
５．個⼈情報及び医療情報は⼗分に保護され秘密が守られます。 (個⼈情報保護) 
 

例えば・・・ 
 セカンドオピニオンを求めることができます。 
 診療を受けることも、拒否することもできます。 
 ⼀⽅、⾃⼰決定したことに対して責務が存在することもご理解ください。 
 診療内容、診療記録等について知りたいときは説明・開⽰をお求めください。 

なお、新しい治療法開発のために必要な臨床試験をお願いすることがありますのでご理解下さい。 
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2．2017年〜 2018年の動き

2017年（平成29年）

1月4日 がん研究会新年祝賀式典並びに永年勤続者等表彰式が挙⾏される。
25年勤続表彰者15名、10年勤続表彰者49名、がん研究会学術賞1名、
特別賞2名、チーム表彰5チーム、優良賞11名

1月25日 健康保険組合連合会より「宣⾔の証」が発⾏される。

1月31日 がん研有明病院が「ジャパンインターナショナルホスピタルズ（JIH）」として
政府より推奨される。

3月3日 （公財）日本医療機能評価機構が実施している「病院機能評価」の「機能種別
版評価項目3rdG：Ver.1.1」への更新が認定される
吉⽥富三記念講堂にて、がん研有明病院 臨床研修医発表会が開催される。

3月21日 Best English Paper of the Yearの授賞式が挙⾏される。
ゴールド賞１名、シルバー賞４名、ブロンズ賞２名

3月31日 細胞検査⼠養成所の平成29年度⼊学式（総勢13名）が挙⾏される。

4月1日 東京オペラシティで「がん患者さんが歌う春の第九チャリティーコンサート」
が開催される。

4月2日 TOC有明ウエストタワー20階コンベンションホールにて、平成29年新職員辞令
授与式（総勢201名）が挙⾏される。

4月6日 CT装置を1台増設する。

5月20日 東京ビッグサイトにて7回目の全員参加型職員研修会を開催する。

5月23日 平成29年度比較腫瘍学常陸宮賞授賞式が挙⾏され、コロンビア大学（米国）教
授のスティーブン ゴッフ博⼠が選ばれる。
受賞内容：「多種の二枚貝における独⽴クローン性白血病細胞の種も超える広
域水辺伝播」

6月26日 第14回定時評議員会・第71回理事会が開催される。
草刈隆郎が理事⻑を退任し、⾺⽥⼀が新理事⻑に就任する。
草刈隆郎は理事（非常勤）に再任され、特別顧問に就任する。
⾺⽥⼀が評議員会会⻑を退任し、増⽥幸央が評議員会会⻑に就任する。

7月7日 ⾺⽥⼀理事⻑の新理事⻑就任式が挙⾏される。

8月11日 吉⽥富三記念講堂他でジョンソン＆ジョンソン株式会社との共催により、「ブ
ラック・ジャック セミナー」が開催される。

10月30日 ⼥性活躍ワーキング「ワラビ」主催による、第１回「ワラビ’s フォーラム」が
開催される。

2．2017年〜2018年の動き
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10月31日 細胞検査⼠養成所の平成29年度卒業式（総勢13名）が挙⾏される。

12月21日 第15回定時評議員会・第76回理事会が開催される。
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2018年（平成30年）

1月4日 がん研究会新年祝賀式典並びに永年勤続者等表彰式が挙⾏される。
25年勤続表彰者8名、10年勤続表彰者34名、がん研究会特別賞2名、チーム表
彰5チーム、優良賞6名

2月5日 日本財団助成⾦による12階東病棟の改修⼯事が完了する。

2月27日 健康保険組合連合会より健康優良企業「銀の認定」を受ける。

3月6日 吉⽥富三記念講堂にて、がん研有明病院 臨床研修医発表会が開催される。

3月16日 「庭園いろどりプロジェクト」によるクラウドファンディングで7,883,000円
（総勢355名）のご支援をいただく。

3月19日 Best English Paper of the Yearの授賞式が挙⾏される。
ゴールド賞１名、シルバー賞２名、ブロンズ賞２名

3月28日 細胞検査⼠養成所の平成30年度⼊学式（総勢14名）が挙⾏される。

4月1日 吉⽥富三記念講堂にて、平成30年新職員辞令授与式（総勢174名）が挙⾏され
一般社団法人日本雇用環境整備機構より「雇用環境整備適正事業者」の認定を
受ける。

5月26日 東京ビッグサイトにて8回目の全員参加型職員研修会を開催する。

5月29日 平成30年度比較腫瘍学常陸宮賞授賞式が挙⾏され、佐賀国際重粒子線がん治療
財団理事⻑の中川原 章博⼠が選ばれる。
受賞内容：「神経芽腫の自然退縮の機序解明とヒト新規進化遺伝子産物N-CYM
の発⾒」

6月19日 第16回定時評議員会・第82回理事会が開催される。

6月30日 ⼭⼝俊晴ががん研有明病院の病院⻑を退任する。

7月1日 ⼭⼝俊晴ががん研有明病院の名誉院⻑に就任する。
佐野武ががん研有明病院の病院⻑に就任する。
⼤野真司（乳腺センター⻑）ががん研有明病院の副院⻑に就任する。
⼩⼝正彦（放射線治療部部⻑）ががん研有明病院の副院⻑に就任する。

7月9日 クラウドファンディングによる5階の屋上庭園の完成お披露目会を開催する。

7月24日 新旧病院⻑の特別講演会を開催する。

8月4日 吉⽥富三記念講堂他でジョンソン＆ジョンソン株式会社との共催により、「ブ
ラック・ジャック セミナー」が開催される。

10月22日 上海への健診センター設置に伴う技術支援に関し、FOSUNとの基本合意書を締
結する。

10月31日 細胞検査⼠養成所の平成30年度卒業式（総勢14名）が挙⾏される。

11月1日 奥村栄（呼吸器センター⻑）ががん研有明病院の院⻑補佐に就任する。
渡邊雅之（消化器外科部⻑）ががん研有明病院の院⻑補佐に就任する。
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11月16日 手術支援ロボット「da Vinci Xi サージカルシステム」を2台導⼊する。

11月22日 ⼥性活躍ワーキング「ワラビ」主催による、第２回「ワラビ’s フォーラム」が
開催される。

12月19日 第17回定時評議員会・第87回理事会が開催される。
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３．組織図
公益財団法人　がん研究会機構図（2017年 4月 1日）３．組織図

公益財団法⼈ がん研究会機構図 （平成29年4⽉1⽇） 
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３．組織図
公益財団法⼈ がん研究会機構図 （平成29年4⽉1⽇） 
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データベース＆バイオバンクセンター

臨床研究・開発センター事務室
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３．組織図
公益財団法⼈ がん研究会機構図 （平成29年4⽉1⽇） 
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＊がん研究会における放射線障害予防のための組織は、 放射線障害予防規程の第２章「組織及び職務」中に明示する。
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公益財団法人　がん研究会機構図（2018年 4月 1日）
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４．職員数
2017年12⽉

事務部門 病院部門 研究部門 合計 非常勤職員
医師 1 362 0 363 169

薬剤師 0 65 0 65 0
看護師 0 805 0 805 15

臨床検査技師 0 83 0 83 1
診療放射線技師 0 84 0 84 1

栄養士 0 12 0 12 0
事務職員 162 39 9 210 22
研究員 0 4 75 79 12
その他 0 178 76 254 43

計 163 1632 151 1955 263

2018年12⽉
事務部門 病院部門 研究部門 合計 非常勤職員

医師 3 359 0 362 156
薬剤師 0 69 0 69 0
看護師 0 822 0 822 10

臨床検査技師 0 86 0 86 0
診療放射線技師 0 82 0 82 2

栄養士 0 11 0 11 1
事務職員 164 50 10 224 23
研究員 1 4 80 85 13
その他 0 161 74 235 45

計 168 1644 164 1976 250

４．職員数
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5．診療科と責任者
【2017年 12月１日】

名誉院長	 	 武藤　徹一郎（消化器外科）・中川　健（呼吸器外科）・
	 	 	 門田　守人（消化器外科）
病院長	 	 山口　俊晴（消化器外科）
副院長	 	 松本　誠一（整形外科）・佐野　武（消化器外科）・横田　美幸（麻酔科）・
	 	 	 清水　多嘉子（看護部）
院長補佐	 	 髙橋　俊二（総合腫瘍科）・米瀬　淳二（泌尿器科）・
	 	 	 長田　理（医療安全管理部）・大野　真司（乳腺センター）・
	 	 	 小口　正彦（放射線治療部）・濱　敏弘（薬剤部）・
	 	 	 山口　研成（消化器内科）
顧問		 	 中島　聰總（消化器外科）・宝来　威（呼吸器内科）・
	 	 	 三木　一正（消化器内科）・川口　智義（整形外科）・
	 	 	 髙橋　寛（健診センター）・五十嵐　正広（消化器内科）・
	 	 	 荷見　勝彦（婦人科）・滝沢　憲（婦人科）・川端　一嘉（頭頸科）・
	 	 	 福井　巌（泌尿器科）・十字　猛夫（輸血部）・河野　敦（画像診断部）
呼吸器センター	 センター長　奥村　栄
	 呼吸器内科	 部長　西尾　誠人
	 呼吸器外科	 部長　奥村　栄・副部長　文　敏景
消化器センター	 センター長　佐野　武
	 消化器内科	 部長　藤崎　順子
	 	 消化器化学療法科	 部長　山口　研成・副部長　陳　勁松
	 	 肝・胆・膵内科	 部長　笹平　直樹
	 	 上部消化管内科	 部長　藤崎　順子・副部長　平澤　俊明
	 	 下部消化管内科	 部長　斎藤　彰一・副部長　為我井　芳郎・副部長　千野　晶子
	 消化器外科	 部長　佐野　武
	 	 食道外科	 部長　渡邊　雅之・副部長　峯　真司
	 	 胃外科	 部長　比企　直樹・副部長　布部　創也・副部長　大橋　学
	 	 大腸外科	 部長　上野　雅資・副部長　福長　洋介
	 	 肝・胆・膵外科	 部長　齋浦　明夫・副部長　髙橋　祐
乳腺センター	 センター長　大野　真司
	 乳腺内科	 部長　伊藤　良則
	 乳腺外科	 部長　上野　貴之・副部長　宮城　由美・副部長　森園　英智
	 婦人科	 部長　竹島　信宏
	 	 	 副部長　宇津木　久仁子	 副部長　加藤　一喜
	 	 	 副部長　金尾　祐之	 	 副部長　杉山　裕子
	 頭頸科	 部長　三谷　浩樹
	 整形外科	 部長　阿江　啓介
	 泌尿器科	 部長　米瀬　淳二・副部長　山本　真也・担当副部長　湯浅　健
	 血液腫瘍科	 部長　畠　清彦・担当部長　照井　康仁
	 総合腫瘍科	 部長　髙橋　俊二
	 サルコーマセンター	 センター長　松本　誠一
	 免疫・遺伝子治療科	 －　　－
	 総合診療部	 部長　中山　耕之介・副部長　志賀　太郎
	 	 腫瘍循環器・循環器内科	 部長　志賀　太郎
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	 	 内分泌・代謝科	 部長　中山　耕之介
	 	 腎臓内科	 －　　－
	 	 神経内科	 －　　－
	 麻酔科（ペインクリニック）	 部長　横田　美幸
	 	 	 副部長　関　誠・副部長　服部　政治・副部長　長田　理
	 がん疼痛治療科	 部長　服部　政治
	 腫瘍精神科	 部長　山田　健志
	 形成外科	 部長　澤泉　雅之
	 眼科		 部長　辻　英貴
	 感染症科	 部長　原田　壮平
	 皮膚科	 －　　－
	 漢方サポート科	 －　　－
	 歯科		 部長　富塚　健
緩和ケアセンター	 センター長　松本　誠一
	 緩和治療科	 部長　奈良林　至
	 医療連携部	 部長　唐渡　敦也
	 がん相談支援部（がん相談支援センター）	 部長　濱口　恵子
	 診療情報管理室	 室長　小口　正彦
	 放射線治療部	 部長　小口　正彦・担当部長　吉岡　靖生・副部長　角　美奈子
画像診断センター	 センター長　松枝　清
	 画像診断部	 部長　松枝　清
	 	 	 担当部長　負門　克典・担当部長　田中　優美子・担当部長　上田　和彦
	 	 	 副部長　田中　宏子・副部長　山田　恵子
	 核医学部	 部長　小泉　満・副部長　寺内　隆司
	 内視鏡診療部	 部長　藤崎　順子
	 化学療法部	 部長　髙橋　俊二
	 遺伝子診療部	 部長　新井　正美
	 中央手術部	 部長　齋浦　明夫・副部長　竹島　信宏
オンコロジックエマージェンシー&ディザスターセンター（OEDC）	 センター長　横田　美幸
	 集中治療部	 部長　山本　豊
	 救急部	 部長　横田　美幸
	 災害医療部	 部長　横田　美幸
	 リハビリテーション部	 部長　阿江　啓介
臨床検査センター	 センター長　中山　耕之介
	 検体検査部	 部長　中山　耕之介・副部長　海老原　文
	 生理検査部	 部長　中山　耕之介
	 超音波検査部	 部長　山田　恵子・副部長　海老原　文
	 遺伝子診断部	 部長　三木　義男
	 輸血部	 部長　米瀬　淳二
臨床病理センター	 センター長　石川　雄一
	 病理部	 部長　石川　雄一
	 細胞診断部	 部長　杉山　裕子
	 栄養管理部	 部長　比企　直樹・副部長　中濵　孝志・担当副部長　峯　真司
	 看護部	 部長　清水　多嘉子
	 	 	 副部長　濱口　恵子	 	 副部長　中原　由美子
	 	 	 副部長　鈴木　美穂	 	 副部長　北野　雅子
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	 薬剤部	 部長　濱　敏弘・副部長　鈴木　賢一
医療クオリティマネジメントセンター	 センター長　横田　美幸
	 医療安全管理部	 部長　長田　理・副部長　保田　知生
	 院内感染対策部	 部長　原田　壮平・副部長　羽山　ブライアン
	 クオリティインプルーブメント部	 部長　西尾　誠人
	 高難度新規医療技術管理部	 部長　齋浦　明夫
	 未承認新規医薬品等管理部	 部長　濱　敏弘
臨床教育研修センター	 センター長　伊藤　良則
臨床研究・開発センター	 センター長　佐野　武
	 臨床試験支援部	 部長　髙橋　俊二・副部長　山口　研成	
	 企画・品質管理部	 部長　山口　研成・副部長　石塚　直樹
	 TR支援部	 部長　渡邊　雅之・副部長　長山　聡
	 医療機器開発研究センター	 センター長　比企　直樹
	 データベース&バイオバンクセンター	 センター長　小口　正彦・副センター長　大野　真司
細胞検査士養成所	 所長　杉山　裕子・副所長　小松　京子
健診センター	 センター長　土田　知宏・名誉センター長　中川　健	
	 検診部	 チーフドクター　土田　知宏・副部長　宇津木　久仁子	
	 運営部	 部長　常田　茂・副部長　田中　正典



16

【2018年 12月１日】
名誉院長	 	 武藤　徹一郎（消化器外科）・中川　健（呼吸器外科）・
	 	 	 門田　守人（消化器外科）・山口　俊晴（消化器外科）
病院長	 	 佐野　武（消化器外科）
副院長	 	 松本　誠一（整形外科）・大野　真司（乳腺センター）・
	 	 	 小口　正彦（放射線治療部）・横田　美幸（麻酔科）・
	 	 	 清水　多嘉子（看護部）
院長補佐	 	 髙橋　俊二（総合腫瘍科）・米瀬　淳二（泌尿器科）・
	 	 	 奥村　栄（呼吸器外科）・渡邊　雅之（消化器外科）・
	 	 	 山口　研成（消化器内科）・濱　敏弘（薬剤部）
顧問		 	 宝来　威（呼吸器内科）・三木　一正（消化器内科）・
	 	 	 川口　智義（整形外科）・髙橋　寛（健診センター）・
	 	 	 五十嵐　正広（消化器内科）・荷見　勝彦（婦人科）・
	 	 	 川端　一嘉（頭頸科）・福井　巌（泌尿器科）・河野　敦（画像診断部）
呼吸器センター	 センター長　奥村　栄
	 呼吸器内科	 部長　西尾　誠人
	 呼吸器外科	 部長　奥村　栄・副部長　文　敏景
消化器センター	 センター長　福長　洋介
	 消化器内科	 部長　藤崎　順子
	 	 消化器化学療法科	 部長　山口　研成・副部長　陳　勁松
	 	 肝・胆・膵内科	 部長　笹平　直樹・副部長　尾阪　将人
	 	 上部消化管内科	 部長　藤崎　順子・副部長　平澤　俊明・副部長　由雄　敏之
	 	 下部消化管内科	 部長　斎藤　彰一・副部長　千野　晶子
	 消化器外科	 部長　渡邊　雅之
	 	 食道外科	 部長　渡邊　雅之・副部長　峯　真司
	 	 胃外科	 部長　比企　直樹・副部長　布部　創也・副部長　大橋　学
	 	 大腸外科	 部長　上野　雅資・副部長　福長　洋介
	 	 肝・胆・膵外科	 部長　齋浦　明夫・副部長　髙橋　祐
乳腺センター	 センター長　大野　真司
	 乳腺内科	 部長　伊藤　良則
	 乳腺外科	 部長　上野　貴之・副部長　宮城　由美・副部長　森園　英智
	 婦人科	 部長　竹島　信宏
	 	 	 副部長　宇津木　久仁子・副部長　加藤　一喜・副部長　金尾　祐之
	 頭頸科	 部長　三谷　浩樹
	 整形外科	 部長　阿江　啓介
	 泌尿器科	 部長　米瀬　淳二・担当部長　山本　真也・担当部長　湯浅　健
	 血液腫瘍科	 部長　照井　康仁
	 総合腫瘍科	 部長　髙橋　俊二
	 サルコーマセンター	 センター長　松本　誠一	
	 免疫・遺伝子治療科	 －　　－
	 総合診療部	 部長　中山　耕之介	・副部長　志賀　太郎	
	 	 腫瘍循環器・循環器内科	 部長　志賀　太郎	
	 	 内分泌・代謝科	 部長　中山　耕之介	
	 	 腎臓内科	 －　　－	
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	 	 神経内科	 －　　－	
	 麻酔科（ペインクリニック）	 部長　横田　美幸・副部長　関　誠・副部長　服部　政治
	 がん疼痛治療科	 部長　服部　政治
	 腫瘍精神科	 部長　山田　健志
	 形成外科	 部長　澤泉　雅之・副部長　矢野　智之
	 眼科		 部長　辻　英貴
	 感染症科	 部長　横田　美幸
	 皮膚科	 部長　中山　耕之介
	 漢方サポート科	 －　　－
	 歯科		 部長　富塚　健
緩和ケアセンター	 センター長　松本　誠一
	 緩和治療科	 部長　川原　玲子
	 医療連携部	 部長　唐渡　敦也
	 がん相談支援部（がん相談支援センター）	 部長　濱口　恵子
	 診療情報管理室	 室長　小口　正彦
	 放射線治療部	 部長　小口　正彦・担当部長　吉岡　靖生・副部長　角　美奈子
画像診断センター	 センター長　松枝　清
	 画像診断部	 部長　松枝　清
	 	 	 担当部長　負門　克典	 担当部長　田中　優美子
	 	 	 担当部長　上田　和彦	 担当部長　菊池　真理
	 	 	 副部長　田中　宏子
	 核医学部	 部長　小泉　満・副部長　寺内　隆司
	 内視鏡診療部	 部長　藤崎　順子
	 化学療法部	 部長　髙橋　俊二
	 遺伝子診療部	 部長　中島　健
	 中央手術部	 部長　福長　洋介・副部長　竹島　信宏
オンコロジックエマージェンシー&ディザスターセンター（OEDC）	 センター長　横田　美幸
	 集中治療部	 部長　山本　豊
	 救急部	 部長　横田　美幸
	 災害医療部	 部長　横田　美幸
	 リハビリテーション部	 部長　阿江　啓介
臨床検査センター	 センター長	 中山　耕之介
	 検体検査部	 部長　中山　耕之介・副部長　海老原　文
	 生理検査部	 部長　中山　耕之介
	 超音波検査部	 部長　松枝　清・副部長　海老原　文　	
	 遺伝子診断部	 部長　三木　義男
	 輸血部	 部長　米瀬　淳二
臨床病理センター	 センター長	 竹内　賢吾
	 病理部	 部長　髙澤　豊
	 細胞診断部	 部長　杉山　裕子
	 栄養管理部	 部長　比企　直樹・副部長　中濵　孝志・担当副部長　峯　真司
	 看護部	 部長　清水　多嘉子
	 	 	 副部長　濱口　恵子	 	 副部長　中原　由美子
	 	 	 副部長　鈴木　美穂	 	 副部長　北野　雅子
	 薬剤部	 部長　濱　敏弘・副部長　鈴木　賢一
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医療クオリティマネジメントセンター	 センター長　横田　美幸
	 医療安全管理部	 部長　保田　知生
	 院内感染対策部	 部長　横田　美幸・副部長　羽山　ブライアン
	 クオリティインプルーブメント部	 部長　西尾　誠人
	 高難度新規医療技術管理部	 部長　齋浦　明夫
	 未承認新規医薬品等管理部	 部長　濱　敏弘
臨床教育研修センター	 センター長　伊藤　良則
臨床研究・開発センター	 センター長　山口　研成
	 臨床試験支援部	 部長　髙橋　俊二・副部長　山口　研成
	 企画・品質管理部	 部長　山口　研成・副部長　石塚　直樹
	 TR支援部	 部長　渡邊　雅之・副部長　長山　聡
	 医療機器開発研究センター	 センター長　比企　直樹
	 データベース&バイオバンクセンター	 センター長　小口　正彦・副センター長　大野　真司
細胞検査士養成所	 所長　杉山　裕子・副所長　小松　京子
健診センター	 センター長　土田　知宏・名誉センター長　中川　健
	 検診部	 チーフドクター　土田　知宏・副部長　宇津木　久仁子
	 運営部	 部長　常田　茂・副部長　田中　正典
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6．学会認定・指定・施設基準等
6．学会認定・指定・施設基準等 

 

１．都道府県がん診療連携拠点病院の指定 
がん研究会有明病院は、平成 14 年 3 ⽉に厚⽣労働⼤⾂から地域がん診療拠点病院の指定を受けておりまし

たが、その後の新たな制度下においても、継続して平成 27 年 3 ⽉に都道府県（東京都）がん診療連携拠点病
院の指定を受けております。 

 
２．学会認定教育修練研修機関 
   当院は次の学会の認定医・専⾨医療制度の研修施設指定を受けております。 
 

1） ⽇本医学放射線学会  21） ⽇本乳癌学会 
2） ⽇本病理学会  22） ⽇本臨床細胞学会 
3） ⽇本内科学会  23） ⽇本形成外科学会 
4） ⽇本外科学会  24） ⽇本放射線腫瘍学会 
5） ⽇本消化器外科学会  25） ⽇本整形外科学会 
6） ⽇本消化器内視鏡学会  26） ⽇本婦⼈科腫瘍学会 
7） ⽇本⿇酔科学会  27） ⽇本肝胆膵外科学会 
8） ⽇本眼科学会  28） ⽇本がん治療認定医機構 
9） ⽇本産科婦⼈科学会  29） ⽇本甲状腺学会 

10） ⽇本泌尿器科学会  30） ⽇本頭頸部外科学会 
11） ⽇本消化器病学会  31） ⽇本⽪膚科学会 
12） ⽇本臨床腫瘍学会  32） ⽇本総合病院精神医学会 
13） ⽇本静脈経腸栄養学会  33） ⽇本感染症学会 
14） ⽇本呼吸器学会  34） ⽇本救急医学会 
15） ⽇本⼤腸肛⾨病学会  35） ⽇本消化管学会 
16） ⽇本⽿⿐咽喉科学会  36） ⽇本緩和医療学会 
17） ⽇本超⾳波医学会  37） ⽇本集中治療医学会 
18） ⽇本⾎液学会    
19） ⽇本核医学会    
20） ⽇本ペインクリニック学会    

 
３．施設基準の指定 

がん研究会有明病院における関東信越厚⽣局⻑から指定を受けている基本診療料、特掲診療料等にかかる施
設基準については、次の通りです。 

 
基本診療料の施設基準 

1） ⻭科外来診療環境体制加算  13） 医療安全管理加算 1 
2） 特定機能病院⼊院基本料 7：1  14） 感染防⽌対策加算 1 
3） 診療録管理体制加算 1  15） 患者サポート体制充実加算 
4） 医師事務作業補助体制加算 1 30：1  16） 褥瘡ハイリスク患者ケア加算 
5） 急性期看護補助体制加算 50：1  17） 総合評価加算 
6） 看護職員夜間配置加算 12：1 配置加算 1  18） 後発医薬品使⽤体制加算 2 
7） 療養環境加算  19） 病棟薬剤業務実施加算 
8） 重症者等療養環境特別加算  20） データ提出加算 
9） 無菌治療室管理加算  21） ⼊退院⽀援加算 

10） 緩和ケア診療加算  22） 特定集中治療室管理料 3 
11） がん診療連携拠点病院加算  23） 緩和ケア病棟⼊院料 
12） 栄養サポートチーム加算 

 
 特掲診療料の施設基準 

1） がん性疼痛緩和指導管理料 
2） がん患者指導管理料 1 
3） がん患者指導管理料 2 
4） がん患者指導管理料 3 
5） 外来緩和ケア管理料 
6） 救急搬送看護体制加算 
7） 外来放射線照射診療料 
8） ニコチン依存症管理料 
9） 相談体制充実加算 

10） がん治療連携計画策定料 
11） 薬剤管理指導料 
12） 検査・画像情報提供加算及び電⼦的診療情報評価料 
13） 医療機器安全管理料 1 
14） 医療機器安全管理料 2 
15） ⻭科治療総合医療管理料 
16） 遺伝学的検査 
17） ＨＰＶ核酸検出 
18） 検体検査管理加算（Ⅰ） 
19） 検体検査管理加算（Ⅳ） 
20） 国際標準検査管理加算 
21） 遺伝カウンセリング加算 
22） ロービジョン検査判断料 
23） 画像診断管理加算 1 
24） 画像診断管理加算 2 
25） ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影 
26） CT 撮影及び MRI 撮影 
27） 乳房 MRI 撮影 
28） 抗悪性腫瘍剤処⽅管理加算 
29） 外来化学療法加算 1 
30） 無菌製剤処理料 
31） 脳⾎管疾患等リハビリテーション料（Ⅲ） 
32） 運動器リハビリテーション料（Ⅰ） 
33） 呼吸器リハビリテーション料(Ⅱ) 
34） がん患者リハビリテーション料 
35） リンパ浮腫複合的治療料 
36） 集団コミュニケーション療法料 
37） ⻭科⼝腔リハビリテーション料 2 
38） 処置の休⽇加算 1、時間外加算 1 及び深夜加算 1 
39） CAD/CAM 冠 
40） 組織拡張器による再建⼿術（⼀連につき）（乳房（再建⼿術）の場合に限る。） 
41） ⾻移植術(軟⾻移植術を含む。)(同種⾻移植(⾮⽣体)(同種⾻移植(特殊なものに限る。)) 
42） 脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術 
43） 乳腺腫瘍画像ガイド下吸引術 
44） 乳がんセンチネルリンパ節加算 
45） 乳腺悪性腫瘍⼿術（乳頭乳輪温存乳房切除術） 
46） ゲル充填⼈⼯乳房を⽤いた乳房再建術（乳房切除後） 
47） ⾷道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下胃、⼗⼆指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖
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12） 栄養サポートチーム加算 
 
 特掲診療料の施設基準 

1） がん性疼痛緩和指導管理料 
2） がん患者指導管理料 1 
3） がん患者指導管理料 2 
4） がん患者指導管理料 3 
5） 外来緩和ケア管理料 
6） 救急搬送看護体制加算 
7） 外来放射線照射診療料 
8） ニコチン依存症管理料 
9） 相談体制充実加算 

10） がん治療連携計画策定料 
11） 薬剤管理指導料 
12） 検査・画像情報提供加算及び電⼦的診療情報評価料 
13） 医療機器安全管理料 1 
14） 医療機器安全管理料 2 
15） ⻭科治療総合医療管理料 
16） 遺伝学的検査 
17） ＨＰＶ核酸検出 
18） 検体検査管理加算（Ⅰ） 
19） 検体検査管理加算（Ⅳ） 
20） 国際標準検査管理加算 
21） 遺伝カウンセリング加算 
22） ロービジョン検査判断料 
23） 画像診断管理加算 1 
24） 画像診断管理加算 2 
25） ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影 
26） CT 撮影及び MRI 撮影 
27） 乳房 MRI 撮影 
28） 抗悪性腫瘍剤処⽅管理加算 
29） 外来化学療法加算 1 
30） 無菌製剤処理料 
31） 脳⾎管疾患等リハビリテーション料（Ⅲ） 
32） 運動器リハビリテーション料（Ⅰ） 
33） 呼吸器リハビリテーション料(Ⅱ) 
34） がん患者リハビリテーション料 
35） リンパ浮腫複合的治療料 
36） 集団コミュニケーション療法料 
37） ⻭科⼝腔リハビリテーション料 2 
38） 処置の休⽇加算 1、時間外加算 1 及び深夜加算 1 
39） CAD/CAM 冠 
40） 組織拡張器による再建⼿術（⼀連につき）（乳房（再建⼿術）の場合に限る。） 
41） ⾻移植術(軟⾻移植術を含む。)(同種⾻移植(⾮⽣体)(同種⾻移植(特殊なものに限る。)) 
42） 脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術 
43） 乳腺腫瘍画像ガイド下吸引術 
44） 乳がんセンチネルリンパ節加算 
45） 乳腺悪性腫瘍⼿術（乳頭乳輪温存乳房切除術） 
46） ゲル充填⼈⼯乳房を⽤いた乳房再建術（乳房切除後） 
47） ⾷道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下胃、⼗⼆指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖
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術（内視鏡によるもの）、⼩腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、結腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、
腎（腎盂）腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、尿管腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、膀胱腸瘻閉鎖
術（内視鏡によるもの）、腟腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの） 

48） ⼤動脈バルーンパンピング法（IABP 法） 
49） 腹腔鏡下⼩切開⾻盤内リンパ節群郭清術 
50） 腹腔鏡下⼩切開後腹膜リンパ節群郭清術 
51） 腹腔鏡下⼩切開後腹膜腫瘍摘出術 
52） 腹腔鏡下⼩切開後腹膜悪性腫瘍摘出術 
53） 腹腔鏡下⼩切開副腎摘出術 
54） 腹腔鏡下⼩切開腎部分切除術、 
55） 腹腔鏡下⼩切開腎摘出術、 
56） 腹腔鏡下⼩切開尿管腫瘍摘出術 
57） 腹腔鏡下⼩切開腎（尿管）悪性腫瘍⼿術 
58） 腹腔鏡下⼩切開膀胱腫瘍摘出術及び腹腔鏡下⼩切開前⽴腺悪性腫瘍⼿術 
59） 胆管悪性腫瘍⼿術 
60） 腹腔鏡下肝切除術 
61） 腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術 
62） 腹腔鏡下膵頭⼗⼆指腸切除術 
63） 早期悪性腫瘍⼤腸粘膜下層剥離術 
64） 腹腔鏡下直腸切除・切除術（内視鏡⼿術⽤⽀援機器を⽤いる場合） 
65） 腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍⼿術 
66） 腹腔鏡下⼩切開膀胱悪性腫瘍⼿術 
67） ⼈⼯尿道括約筋植込・置換術 
68） 腹腔鏡下前⽴腺悪性腫瘍⼿術（内視鏡⼿術⽤⽀援機器を⽤いるもの） 
69） 腹腔鏡下⼦宮悪性腫瘍⼿術（⼦宮体がんに限る。） 
70） 腹腔鏡下⼦宮悪性腫瘍⼿術（⼦宮頸がんに限る。） 
71） ⼿術の休⽇加算 1、時間外加算 1 及び深夜加算 1 
72） 医科点数表第 2 章第 10 部⼿術の通則の 16 に掲げる⼿術 
73） 胃瘻造設術 
74） 輸⾎管理料Ⅱ 
75） ⼈⼯肛⾨・⼈⼯膀胱造設術前処置加算 
76） ⻭周組織再⽣誘導術 
77） ⿇酔管理料（Ⅰ） 
78） ⿇酔管理料（Ⅱ） 
79） 放射線治療専任加算 
80） 外来放射線治療加算 
81） ⾼エネルギー放射線治療 
82） 1 回線量増加加算 
83） 強度変調放射線治療（IMRT) 
84） 画像誘導放射線治療加算（IGRT） 
85） 体外照射呼吸性移動対策加算 
86） 定位放射線治療 
87） 定位放射線治療呼吸性移動対策加算 
88） 画像誘導密封⼩線源治療加算 
89） 病理診断管理加算 2 
90） デジタル病理画像による病理診断 
91） 悪性腫瘍病理組織標本加算 
92） ⼝腔病理診断管理加算２ 
93） クラウン・ブリッジ維持管理料 
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酸素及び窒素の価格 
⼊院時⾷事療養(Ⅰ)の施設基準 
実施報告が必要なもの 

1） 特別の療養環境の提供の実施(変更)報告書 
2） 病床数が 200 床以上の病院について受けた初診,再診の実施報告書 
3） 180 ⽇を超える⼊院の実施(変更)報告書 
4） ⾦属床による総義⻭の提供の実施報告書 

 
３．その他の指定 

1） 指定⾃⽴⽀援医療機関（更⽣医療・育成医療） 
2） ⽣活保護法指定医療機関 
3） ⺟体保護法指定医の配置されている医療機関 
4） 東京都災害拠点病院 
5） 臨床研修指定病院 
6） 都道府県がん診療連携拠点病院 
7） 救急告⽰医療機関 
8） 休⽇・全夜間診療事業実施医療機関（東京都指定⼆次救急医療機関） 
9） 外国医師臨床修練病院 

10） ⽇本医療機能評価機構認定病院 
11） 労災指定病院 
12） 特定機能病院 

 
４．外来の受付時間（初診・再診） 

⽉〜⾦曜⽇ 午前 8 時 30 分〜正午 
 
５．休診⽇ 

⼟曜・⽇曜・祝祭⽇・年末年始（12 ⽉ 29 ⽇〜1 ⽉ 3 ⽇） 
 
６．⾯会時間 

平 ⽇   ：午後 2 時〜午後 8 時（総合案内／正⾯⽞関⼿続き） 
（ICU は午後 2 時 30 分〜午後 7 時 30 分） 
 

   ⼟・⽇・祝⽇：午前 10 時〜午後 8 時（守衛室／救急時間外⼊⼝⼿続き） 
（ICU は午前 10 時 30 分〜午後 7 時 30 分） 
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外来・⼊院実績 【2017年1⽉〜12⽉】

科名 初診患者数 外来延患者数 ⼊院患者数 延患者数

呼吸内 782 15,149 1,340 16,804
呼吸外 495 9,966 597 6,119
消化内 2,614 64,806 3,985 34,546
消化外 2,371 38,911 2,854 50,180
乳腺科 2,575 61,387 1,587 14,218
婦⼈科 2,201 36,586 2,998 29,648
頭頸科 983 30,358 686 15,059
整形外 1,083 11,505 912 11,267
泌尿器 1,393 27,860 1,745 14,271
総腫瘍 157 6,558 636 11,004
放射線 34 36,320 1 12
総内科 796 20,658 0 0
腫瘍精 6 2,442 0 0
眼科 271 8,134 104 772
⽪膚科 8 1,990 0 0
⻭科 2,490 11,084 0 0
⼀般外 0 1 0 0
形成外 40 10,175 420 1,958
⿇酔科 4 2,282 0 0
救急部 497 902 5 8
緩和 17 2,201 91 7,885
放診断 100 835 0 0
健内科 2,466 87 0 0
遺伝診 471 356 0 0
⾎液腫 377 13,458 816 10,868
患者⽀ 5 2,077 0 0
肝胆外 0 7 0 0
感染科 1 12 0 0
が疼痛 5 368 4 9
総計 22,242 416,475 18,781 224,628
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外来・⼊院実績 【2018年1⽉〜12⽉】

科名 初診患者数 外来延患者数 ⼊院患者数 延患者数

呼吸内 1,086 15,408 1,331 17,316
呼吸外 598 9,770 631 5,845
消化内 2,833 65,802 4,306 38,058
消化外 2,523 40,551 2,811 47,561
乳腺科 2,445 63,461 1,633 14,513
婦⼈科 2,350 38,544 3,169 31,009
頭頸科 1,265 30,246 708 16,860
整形外 1,155 11,516 910 12,786
泌尿器 1,409 27,838 1,687 14,158
総腫瘍 121 6,578 601 11,253
放射線 55 34,187 0 0
総内科 1,165 20,066 1 2
腫瘍精 40 2,408 0 0
眼科 413 7,717 91 661
⽪膚科 377 2,598 14 97
⻭科 2,064 12,927 0 0
形成外 109 9,821 385 2,303
⿇酔科 12 2,198 0 0
救急部 553 967 5 9
緩和 24 2,177 110 8,297
放診断 64 598 0 0
健内科 2,925 131 0 0
遺伝診 515 318 0 0
⾎液腫 512 13,032 739 11,400
患者⽀ 10 2,023 0 0
乳腺内 0 1 0 2
肝胆外 0 5 0 0
が疼痛 14 278 3 7
総計 24,637 421,166 19,135 232,137

外来・⼊院実績 【2018年1⽉〜12⽉】

科名 初診患者数 外来延患者数 ⼊院患者数 延患者数

呼吸内 1,086 15,408 1,331 17,316
呼吸外 598 9,770 631 5,845
消化内 2,833 65,802 4,306 38,058
消化外 2,523 40,551 2,811 47,561
乳腺科 2,445 63,461 1,633 14,513
婦⼈科 2,350 38,544 3,169 31,009
頭頸科 1,265 30,246 708 16,860
整形外 1,155 11,516 910 12,786
泌尿器 1,409 27,838 1,687 14,158
総腫瘍 121 6,578 601 11,253
放射線 55 34,187 0 0
総内科 1,165 20,066 1 2
腫瘍精 40 2,408 0 0
眼科 413 7,717 91 661
⽪膚科 377 2,598 14 97
⻭科 2,064 12,927 0 0
形成外 109 9,821 385 2,303
⿇酔科 12 2,198 0 0
救急部 553 967 5 9
緩和 24 2,177 110 8,297
放診断 64 598 0 0
健内科 2,925 131 0 0
遺伝診 515 318 0 0
⾎液腫 512 13,032 739 11,400
患者⽀ 10 2,023 0 0
乳腺内 0 1 0 2
肝胆外 0 5 0 0
が疼痛 14 278 3 7
総計 24,637 421,166 19,135 232,137
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疾患別⼊院患者数 【2017年】 退院患者延べ数(第10回国際疾病分類による)

病  名 男 ⼥ 合計
総数①+②+③ 9,012 10,285 19,297

①悪性新生物(C00C97) 7,556 8,348 15,904
⼝唇,⼝腔及び咽頭の悪性新生物(C00C14) 484 137 621

C 00 ⼝唇の悪性新生物 0 1 1
C 01 舌根〈基底〉部の悪性新生物 1 2 3
C 02 その他及び部位不明の舌の悪性新生物 73 40 113
C 03 ⻭⾁の悪性新生物 28 24 52
C 04 ⼝腔底の悪性新生物 15 3 18
C 05 ⼝蓋の悪性新生物 11 2 13
C 06 その他及び部位不明の⼝腔の悪性新生物 10 6 16
C 07 耳下腺の悪性新生物 10 10 20
C 08 その他及び部位不明の⼤唾液腺の悪性新生物 6 5 11
C 09 扁桃の悪性新生物 1 0 1
C 10 中咽頭の悪性新生物 109 25 134
C 11 ⿐<上>咽頭の悪性新生物 32 3 35
C 12 梨状陥凹<洞>の悪性新生物 1 0 1
C 13 下咽頭の悪性新生物 187 16 203
C 14 その他及び部位不明確の⼝唇,⼝腔及び咽頭の悪性新生物 0

消化器の悪性新生物(C15C26) 3,441 2,036 5,477
C 15 食道の悪性新生物 693 164 857
C 16 胃の悪性新生物 1,054 575 1,629
C 17 小腸の悪性新生物 45 19 64
C 18 結腸の悪性新生物 445 516 961
C 19 直腸Ｓ状結腸移⾏部の悪性新生物 7 6 13
C 20 直腸の悪性新生物 497 291 788
C 21 肛門及び肛門管の悪性新生物 16 23 39
C 22 肝及び肝内胆管の悪性新生物 194 74 268
C 23 胆のう<嚢>の悪性新生物 41 28 69
C 24 その他及び部位不明の胆道の悪性新生物 91 59 150
C 25 膵の悪性新生物 354 274 628
C 26 その他及び部位不明確の消化器の悪性新生物 4 7 11

呼吸器及び胸腔内臓器の悪性新生物(C30C39) 1,163 692 1,855
C 30 ⿐腔及び中耳の悪性新生物 7 1 8
C 31 副⿐腔の悪性新生物 24 3 27
C 32 喉頭の悪性新生物 97 3 100
C 33 気管の悪性新生物 0 2 2
C 34 気管支及び肺の悪性新生物 1,029 672 1,701
C 37 胸腺の悪性新生物 4 11 15
C 38 心臓,縦隔及び胸膜の悪性新生物 2 0 2
C 39 その他及び部位不明確の呼吸器系及び胸腔内臓器の悪性新生物

骨及び関節軟骨の悪性新生物(C40C41) 99 63 162
C 40 (四)肢の骨及び関節軟骨の悪性新生物 51 33 84
C 41 その他及び部位不明の骨及び関節軟骨の悪性新生物 48 30 78

⽪膚の⿊⾊腫及びその他の悪性新生物(C43C44) 13 24 37
C 43 ⽪膚の悪性⿊⾊腫 2 6 8
C 44 ⽪膚のその他の悪性新生物 11 18 29

中⽪及び軟部組織の悪性新生物(C45C49) 181 231 412
C 45 中⽪腫 4 6 10
C 46 カポジ<Kaposi>⾁腫 0 0 0
C 47 末梢神経及び⾃律神経系の悪性新生物 1 0 1
C 48 後腹膜及び腹膜の悪性新生物 28 62 90
C 49 その他の結合組織及び軟部組織の悪性新生物 148 163 311
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病  名 男 ⼥ 合計
乳房の悪性新生物(C50) 6 1,827 1,833

C 50 乳房の悪性新生物 6 1,827 1,833
⼥性性器の悪性新生物(C51C58) 2,318 2,318

C 51 外陰の悪性新生物 6 6
C 52 腟の悪性新生物 9 9
C 53 子宮頸(部)の悪性新生物 514 514
C 54 子宮体部の悪性新生物 1,019 1,019
C 55 子宮の悪性新生物,部位不明 0 0
C 56 卵巣の悪性新生物 698 698
C 57 その他及び部位不明の⼥性性器の悪性新生物 70 70
C 58 胎盤の悪性新生物 2 2

男性性器の悪性新生物(C60C63) 712 712
C 60 陰茎の悪性新生物 23 23
C 61 前⽴腺の悪性新生物 594 594
C 62 精巣〈睾丸〉の悪性新生物 94 94
C 63 その他及び部位不明の男性性器の悪性新生物 1 1

尿路の悪性新生物(C64C68) 647 313 960
C 64 腎盂を除く腎の悪性新生物 98 54 152
C 65 腎盂の悪性新生物 60 80 140
C 66 尿管の悪性新生物 65 57 122
C 67 膀胱の悪性新生物 424 121 545
C 68 その他及び部位不明の泌尿器の悪性新生物 0 1 1

眼,脳及び中枢神経系のその他の部位の悪性新生物(C69C72) 3 4 7
C 69 眼及び付属器の悪性新生物 3 4 7
C 70 髄膜の悪性新生物 0 0 0
C 71 脳の悪性新生物 0 0 0
C 72 脊髄,脳神経系及び中枢神経系のその他の部位の悪性新生物 0 0 0

甲状腺及びその他の内分泌腺の悪性新生物(C73C75) 47 113 160
C 73 甲状腺の悪性新生物 44 111 155
C 74 副腎の悪性新生物 3 2 5
C 75 その他の内分泌腺及び関連組織の悪性新生物 0 0 0

部位不明確,続発部位及び部位不明の悪性新生物(C76C80) 296 274 570
C 76 その他及び部位不明確の悪性新生物 1 0 1
C 77 リンパ節の続発性及び部位不明の悪性新生物 29 19 48
C 78 呼吸器及び消化器の続発性悪性新生物 191 165 356
C 79 その他の部位の続発性悪性新生物 55 69 124
C 80 部位の明示されない悪性新生物 20 21 41

リンパ組織,造血組織及び関連組織の悪性新生物(C81C96) 464 316 780
C 81 ホジキン〈HoDgkin〉病 23 3 26
C 82 ろ<慮>胞性［結節性］非ホジキン<non-HoDgkin>リンパ腫 33 54 87
C 83 びまん性非ホジキン<non-HoDgkin>リンパ腫 144 109 253
C 84 末梢性及び⽪膚Ｔ細胞リンパ腫 39 3 42
C 85 非ホジキン<non-HoDgkin>リンパ腫のその他及び詳細不明の型 146 101 247
C 88 悪性免疫増殖性疾患 1 0 1
C 90 多発性骨髄腫及び悪性形質細胞腫瘍 46 23 69
C 91 リンパ性白血病 5 2 7
C 92 骨髄性白血病 24 19 43
C 93 単球性白血病 0 0 0
C 94 その他の細胞型の明示された白血病 0 0 0
C 95 細胞型不明の白血病 3 2 5
C 96 リンパ組織,造血組織及び関連組織のその他及び詳細不明の悪性新生物 0 0 0

独⽴した(原発性)多部位の悪性新生物(C97) 0 0 0
C 97 独⽴した(原発性)多部位の悪性新生物 0 0 0

疾患別⼊院患者数 【2017年】 退院患者延べ数(第10回国際疾病分類による)

病  名 男 ⼥ 合計
総数①+②+③ 9,012 10,285 19,297

①悪性新生物(C00C97) 7,556 8,348 15,904
⼝唇,⼝腔及び咽頭の悪性新生物(C00C14) 484 137 621

C 00 ⼝唇の悪性新生物 0 1 1
C 01 舌根〈基底〉部の悪性新生物 1 2 3
C 02 その他及び部位不明の舌の悪性新生物 73 40 113
C 03 ⻭⾁の悪性新生物 28 24 52
C 04 ⼝腔底の悪性新生物 15 3 18
C 05 ⼝蓋の悪性新生物 11 2 13
C 06 その他及び部位不明の⼝腔の悪性新生物 10 6 16
C 07 耳下腺の悪性新生物 10 10 20
C 08 その他及び部位不明の⼤唾液腺の悪性新生物 6 5 11
C 09 扁桃の悪性新生物 1 0 1
C 10 中咽頭の悪性新生物 109 25 134
C 11 ⿐<上>咽頭の悪性新生物 32 3 35
C 12 梨状陥凹<洞>の悪性新生物 1 0 1
C 13 下咽頭の悪性新生物 187 16 203
C 14 その他及び部位不明確の⼝唇,⼝腔及び咽頭の悪性新生物 0

消化器の悪性新生物(C15C26) 3,441 2,036 5,477
C 15 食道の悪性新生物 693 164 857
C 16 胃の悪性新生物 1,054 575 1,629
C 17 小腸の悪性新生物 45 19 64
C 18 結腸の悪性新生物 445 516 961
C 19 直腸Ｓ状結腸移⾏部の悪性新生物 7 6 13
C 20 直腸の悪性新生物 497 291 788
C 21 肛門及び肛門管の悪性新生物 16 23 39
C 22 肝及び肝内胆管の悪性新生物 194 74 268
C 23 胆のう<嚢>の悪性新生物 41 28 69
C 24 その他及び部位不明の胆道の悪性新生物 91 59 150
C 25 膵の悪性新生物 354 274 628
C 26 その他及び部位不明確の消化器の悪性新生物 4 7 11

呼吸器及び胸腔内臓器の悪性新生物(C30C39) 1,163 692 1,855
C 30 ⿐腔及び中耳の悪性新生物 7 1 8
C 31 副⿐腔の悪性新生物 24 3 27
C 32 喉頭の悪性新生物 97 3 100
C 33 気管の悪性新生物 0 2 2
C 34 気管支及び肺の悪性新生物 1,029 672 1,701
C 37 胸腺の悪性新生物 4 11 15
C 38 心臓,縦隔及び胸膜の悪性新生物 2 0 2
C 39 その他及び部位不明確の呼吸器系及び胸腔内臓器の悪性新生物

骨及び関節軟骨の悪性新生物(C40C41) 99 63 162
C 40 (四)肢の骨及び関節軟骨の悪性新生物 51 33 84
C 41 その他及び部位不明の骨及び関節軟骨の悪性新生物 48 30 78

⽪膚の⿊⾊腫及びその他の悪性新生物(C43C44) 13 24 37
C 43 ⽪膚の悪性⿊⾊腫 2 6 8
C 44 ⽪膚のその他の悪性新生物 11 18 29

中⽪及び軟部組織の悪性新生物(C45C49) 181 231 412
C 45 中⽪腫 4 6 10
C 46 カポジ<Kaposi>⾁腫 0 0 0
C 47 末梢神経及び⾃律神経系の悪性新生物 1 0 1
C 48 後腹膜及び腹膜の悪性新生物 28 62 90
C 49 その他の結合組織及び軟部組織の悪性新生物 148 163 311
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病  名 男 ⼥ 合計
②その他の新生物(D00D48) 572 882 1,454

上⽪内新生物(D00D09) 0 32 32
子宮頸〈部〉の上⽪内癌(再掲) (32)
良性新生物(D10-D36) 83 183 166
性状不詳⼜は不明の新生物(D37D48) 489 667 1,156

③その他 884 1,055 1,939
血液及び造血器の疾患ならびに免疫機構の障害(D50D89) 28 29 57
循環器系の疾患(Ｉ00Ｉ99) 25 48 73
呼吸器系の疾患(Ｊ00Ｊ99) 79 30 109
消化器系の疾患(Ｋ00Ｋ93) 381 239 620
尿路性器系の疾患(Ｎ00Ｎ99) 45 330 375
その他 326 379 705
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疾患別⼊院患者数 【2018年】 退院患者延べ数(第10回国際疾病分類による)
病  名 男 ⼥ 合計

総数①+②+③ 9,339 10,431 19,770
①悪性新生物(C00C97) 7,753 8,511 16,264

⼝唇,⼝腔及び咽頭の悪性新生物(C00C14) 459 112 571
C 00 ⼝唇の悪性新生物 2 1 3
C 01 舌根〈基底〉部の悪性新生物 5 1 6
C 02 その他及び部位不明の舌の悪性新生物 78 20 98
C 03 ⻭⾁の悪性新生物 36 17 53
C 04 ⼝腔底の悪性新生物 9 3 12
C 05 ⼝蓋の悪性新生物 5 3 8
C 06 その他及び部位不明の⼝腔の悪性新生物 8 8 16
C 07 耳下腺の悪性新生物 20 11 31
C 08 その他及び部位不明の⼤唾液腺の悪性新生物 15 8 23
C 09 扁桃の悪性新生物 0 0 0
C 10 中咽頭の悪性新生物 88 20 108
C 11 ⿐<上>咽頭の悪性新生物 20 2 22
C 12 梨状陥凹<洞>の悪性新生物 2 1 3
C 13 下咽頭の悪性新生物 171 17 188
C 14 その他及び部位不明確の⼝唇,⼝腔及び咽頭の悪性新生物 0 0 0

消化器の悪性新生物(C15C26) 3,648 2,068 5,716
C 15 食道の悪性新生物 823 191 1,014
C 16 胃の悪性新生物 1,073 475 1,548
C 17 小腸の悪性新生物 28 17 45
C 18 結腸の悪性新生物 475 509 984
C 19 直腸Ｓ状結腸移⾏部の悪性新生物 9 4 13
C 20 直腸の悪性新生物 516 326 842
C 21 肛門及び肛門管の悪性新生物 10 20 30
C 22 肝及び肝内胆管の悪性新生物 199 54 253
C 23 胆のう<嚢>の悪性新生物 17 19 36
C 24 その他及び部位不明の胆道の悪性新生物 133 53 186
C 25 膵の悪性新生物 363 398 761
C 26 その他及び部位不明確の消化器の悪性新生物 2 2 4

呼吸器及び胸腔内臓器の悪性新生物(C30C39) 1,227 640 1,867
C 30 ⿐腔及び中耳の悪性新生物 2 5 7
C 31 副⿐腔の悪性新生物 23 7 30
C 32 喉頭の悪性新生物 101 3 104
C 33 気管の悪性新生物 0 0 0
C 34 気管支及び肺の悪性新生物 1,091 618 1,709
C 37 胸腺の悪性新生物 6 7 13
C 38 心臓,縦隔及び胸膜の悪性新生物 4 0 4
C 39 その他及び部位不明確の呼吸器系及び胸腔内臓器の悪性新生物 0 0 0

骨及び関節軟骨の悪性新生物(C40C41) 83 66 149
C 40 (四)肢の骨及び関節軟骨の悪性新生物 50 11 61
C 41 その他及び部位不明の骨及び関節軟骨の悪性新生物 33 55 88

⽪膚の⿊⾊腫及びその他の悪性新生物(C43C44) 30 17 47
C 43 ⽪膚の悪性⿊⾊腫 15 2 17
C 44 ⽪膚のその他の悪性新生物 15 15 30

中⽪及び軟部組織の悪性新生物(C45C49) 199 245 444
C 45 中⽪腫 1 6 7
C 46 カポジ<Kaposi>⾁腫 0 0 0
C 47 末梢神経及び⾃律神経系の悪性新生物 1 0 1
C 48 後腹膜及び腹膜の悪性新生物 45 72 117
C 49 その他の結合組織及び軟部組織の悪性新生物 152 167 319

病  名 男 ⼥ 合計
②その他の新生物(D00D48) 572 882 1,454

上⽪内新生物(D00D09) 0 32 32
子宮頸〈部〉の上⽪内癌(再掲) (32)
良性新生物(D10-D36) 83 183 166
性状不詳⼜は不明の新生物(D37D48) 489 667 1,156

③その他 884 1,055 1,939
血液及び造血器の疾患ならびに免疫機構の障害(D50D89) 28 29 57
循環器系の疾患(Ｉ00Ｉ99) 25 48 73
呼吸器系の疾患(Ｊ00Ｊ99) 79 30 109
消化器系の疾患(Ｋ00Ｋ93) 381 239 620
尿路性器系の疾患(Ｎ00Ｎ99) 45 330 375
その他 326 379 705
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病  名 男 ⼥ 合計
乳房の悪性新生物(C50) 1 1,847 1,848

C 50 乳房の悪性新生物 1 1,847 1,848
⼥性性器の悪性新生物(C51C58) 2,562 2,562

C 51 外陰の悪性新生物 9 9
C 52 腟の悪性新生物 8 8
C 53 子宮頸(部)の悪性新生物 615 615
C 54 子宮体部の悪性新生物 1,177 1,177
C 55 子宮の悪性新生物,部位不明 0 0
C 56 卵巣の悪性新生物 718 718
C 57 その他及び部位不明の⼥性性器の悪性新生物 34 34
C 58 胎盤の悪性新生物 1 1

男性性器の悪性新生物(C60C63) 617 617
C 60 陰茎の悪性新生物 7 7
C 61 前⽴腺の悪性新生物 555 555
C 62 精巣〈睾丸〉の悪性新生物 53 53
C 63 その他及び部位不明の男性性器の悪性新生物 2 2

尿路の悪性新生物(C64C68) 736 258 994
C 64 腎盂を除く腎の悪性新生物 96 37 133
C 65 腎盂の悪性新生物 86 28 114
C 66 尿管の悪性新生物 88 47 135
C 67 膀胱の悪性新生物 465 141 606
C 68 その他及び部位不明の泌尿器の悪性新生物 1 5 6

眼,脳及び中枢神経系のその他の部位の悪性新生物(C69C72) 6 3 9
C 69 眼及び付属器の悪性新生物 6 3 9
C 70 髄膜の悪性新生物 0 0 0
C 71 脳の悪性新生物 0 0 0
C 72 脊髄,脳神経系及び中枢神経系のその他の部位の悪性新生物 0 0 0

甲状腺及びその他の内分泌腺の悪性新生物(C73C75) 62 95 157
C 73 甲状腺の悪性新生物 62 95 157
C 74 副腎の悪性新生物 0 0 0
C 75 その他の内分泌腺及び関連組織の悪性新生物 0 0 0

部位不明確,続発部位及び部位不明の悪性新生物(C76C80) 291 302 593
C 76 その他及び部位不明確の悪性新生物 0 0 0
C 77 リンパ節の続発性及び部位不明の悪性新生物 17 19 36
C 78 呼吸器及び消化器の続発性悪性新生物 213 146 359
C 79 その他の部位の続発性悪性新生物 35 94 129
C 80 部位の明示されない悪性新生物 26 43 69

リンパ組織,造血組織及び関連組織の悪性新生物(C81C96) 394 296 690
C 81 ホジキン〈HoDgkin〉病 5 10 15
C 82 ろ<慮>胞性［結節性］非ホジキン<non-HoDgkin>リンパ腫 18 24 42
C 83 びまん性非ホジキン<non-HoDgkin>リンパ腫 179 129 308
C 84 末梢性及び⽪膚Ｔ細胞リンパ腫 29 11 40
C 85 非ホジキン<non-HoDgkin>リンパ腫のその他及び詳細不明の型 89 59 148
C 88 悪性免疫増殖性疾患 3 6 9
C 90 多発性骨髄腫及び悪性形質細胞腫瘍 48 32 80
C 91 リンパ性白血病 9 7 16
C 92 骨髄性白血病 8 16 24
C 93 単球性白血病 0 0 0
C 94 その他の細胞型の明示された白血病 0 0 0
C 95 細胞型不明の白血病 6 2 8
C 96 リンパ組織,造血組織及び関連組織のその他及び詳細不明の悪性新生物 0 0 0

独⽴した(原発性)多部位の悪性新生物(C97) 0 0 0
C 97 独⽴した(原発性)多部位の悪性新生物 0 0 0
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病  名 男 ⼥ 合計
②その他の新生物(D00D48) 630 857 1,487

上⽪内新生物(D00D09) 0 31 32
子宮頸〈部〉の上⽪内癌(再掲) (29) (29)
良性新生物(D10-D36) 93 166 259
性状不詳⼜は不明の新生物(D37D48) 537 660 1,197

③その他 956 1,063 2,019
血液及び造血器の疾患ならびに免疫機構の障害(D50D89) 26 36 62
循環器系の疾患(Ｉ00Ｉ99) 34 50 84
呼吸器系の疾患(Ｊ00Ｊ99) 92 36 128
消化器系の疾患(Ｋ00Ｋ93) 446 287 733
尿路性器系の疾患(Ｎ00Ｎ99) 51 319 370
その他 307 335 642

病  名 男 ⼥ 合計
乳房の悪性新生物(C50) 1 1,847 1,848

C 50 乳房の悪性新生物 1 1,847 1,848
⼥性性器の悪性新生物(C51C58) 2,562 2,562

C 51 外陰の悪性新生物 9 9
C 52 腟の悪性新生物 8 8
C 53 子宮頸(部)の悪性新生物 615 615
C 54 子宮体部の悪性新生物 1,177 1,177
C 55 子宮の悪性新生物,部位不明 0 0
C 56 卵巣の悪性新生物 718 718
C 57 その他及び部位不明の⼥性性器の悪性新生物 34 34
C 58 胎盤の悪性新生物 1 1

男性性器の悪性新生物(C60C63) 617 617
C 60 陰茎の悪性新生物 7 7
C 61 前⽴腺の悪性新生物 555 555
C 62 精巣〈睾丸〉の悪性新生物 53 53
C 63 その他及び部位不明の男性性器の悪性新生物 2 2

尿路の悪性新生物(C64C68) 736 258 994
C 64 腎盂を除く腎の悪性新生物 96 37 133
C 65 腎盂の悪性新生物 86 28 114
C 66 尿管の悪性新生物 88 47 135
C 67 膀胱の悪性新生物 465 141 606
C 68 その他及び部位不明の泌尿器の悪性新生物 1 5 6

眼,脳及び中枢神経系のその他の部位の悪性新生物(C69C72) 6 3 9
C 69 眼及び付属器の悪性新生物 6 3 9
C 70 髄膜の悪性新生物 0 0 0
C 71 脳の悪性新生物 0 0 0
C 72 脊髄,脳神経系及び中枢神経系のその他の部位の悪性新生物 0 0 0

甲状腺及びその他の内分泌腺の悪性新生物(C73C75) 62 95 157
C 73 甲状腺の悪性新生物 62 95 157
C 74 副腎の悪性新生物 0 0 0
C 75 その他の内分泌腺及び関連組織の悪性新生物 0 0 0

部位不明確,続発部位及び部位不明の悪性新生物(C76C80) 291 302 593
C 76 その他及び部位不明確の悪性新生物 0 0 0
C 77 リンパ節の続発性及び部位不明の悪性新生物 17 19 36
C 78 呼吸器及び消化器の続発性悪性新生物 213 146 359
C 79 その他の部位の続発性悪性新生物 35 94 129
C 80 部位の明示されない悪性新生物 26 43 69

リンパ組織,造血組織及び関連組織の悪性新生物(C81C96) 394 296 690
C 81 ホジキン〈HoDgkin〉病 5 10 15
C 82 ろ<慮>胞性［結節性］非ホジキン<non-HoDgkin>リンパ腫 18 24 42
C 83 びまん性非ホジキン<non-HoDgkin>リンパ腫 179 129 308
C 84 末梢性及び⽪膚Ｔ細胞リンパ腫 29 11 40
C 85 非ホジキン<non-HoDgkin>リンパ腫のその他及び詳細不明の型 89 59 148
C 88 悪性免疫増殖性疾患 3 6 9
C 90 多発性骨髄腫及び悪性形質細胞腫瘍 48 32 80
C 91 リンパ性白血病 9 7 16
C 92 骨髄性白血病 8 16 24
C 93 単球性白血病 0 0 0
C 94 その他の細胞型の明示された白血病 0 0 0
C 95 細胞型不明の白血病 6 2 8
C 96 リンパ組織,造血組織及び関連組織のその他及び詳細不明の悪性新生物 0 0 0

独⽴した(原発性)多部位の悪性新生物(C97) 0 0 0
C 97 独⽴した(原発性)多部位の悪性新生物 0 0 0
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地区別外来患者数（総数） 【2017年１⽉〜12⽉】

件数 割合 件数
実患者数に
対する割合

北海道 506 117 0.17% 38 32.48%
⻘森県 825 170 0.25% 75 44.12%
岩手県 524 75 0.11% 35 46.67%
宮城県 446 113 0.17% 47 41.59%
秋田県 306 89 0.13% 41 46.07%
山形県 306 88 0.13% 39 44.32%
福島県 2,103 385 0.57% 144 37.40%
茨城県 7,985 1,471 2.18% 503 34.19%
栃木県 2,078 393 0.58% 123 31.30%
群馬県 2,014 356 0.53% 154 43.26%
埼玉県 52,840 8,472 12.54% 2,522 29.77%
千葉県 63,437 9,076 13.44% 2,817 31.04%
東京都 238,861 35,127 52.01% 11,817 33.64%
神奈川県 51,480 7,797 11.54% 2,523 32.36%
新潟県 827 164 0.24% 77 46.95%
富山県 229 58 0.09% 22 37.93%
石川県 116 23 0.03% 12 52.17%
福井県 81 33 0.05% 17 51.52%
山梨県 1,821 355 0.53% 113 31.83%
⻑野県 1,980 393 0.58% 172 43.77%
岐阜県 194 58 0.09% 33 56.90%
静岡県 1,458 330 0.49% 109 33.03%
愛知県 516 148 0.22% 61 41.22%
三重県 220 52 0.08% 20 38.46%
滋賀県 44 16 0.02% 7 43.75%
京都府 164 43 0.06% 15 34.88%
大阪府 599 143 0.21% 53 37.06%
兵庫県 403 118 0.17% 51 43.22%
奈良県 152 22 0.03% 13 59.09%
和歌山県 264 51 0.08% 19 37.25%
鳥取県 35 14 0.02% 8 57.14%
島根県 108 23 0.03% 8 34.78%
岡山県 53 28 0.04% 12 42.86%
広島県 319 57 0.08% 22 38.60%
山口県 262 48 0.07% 23 47.92%
徳島県 231 50 0.07% 19 38.00%
香川県 113 32 0.05% 15 46.88%
愛媛県 125 37 0.05% 25 67.57%
高知県 116 27 0.04% 16 59.26%
福岡県 346 88 0.13% 37 42.05%
佐賀県 116 12 0.02% 10 83.33%
⻑崎県 144 25 0.04% 6 24.00%
熊本県 73 33 0.05% 11 33.33%
大分県 144 31 0.05% 14 45.16%
宮崎県 245 61 0.09% 21 34.43%
⿅児島県 204 49 0.07% 22 44.90%
沖縄県 166 44 0.07% 26 59.09%
未分類 3,861 1,145 1.70% 821 71.70%

439,440 67,540 100.00% 22,788 33.74%

都道府県 延患者数
実患者数 新患者数

＊ 新患者数＝当院を初めて受診した患者数◆全国
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地区別外来患者数（総数） 【2018年１⽉〜12⽉】

件数 割合 件数
実患者数に
対する割合

北海道 596 143 0.21% 70 48.95%
⻘森県 1,067 174 0.25% 104 59.77%
岩手県 351 64 0.09% 50 78.13%
宮城県 633 118 0.17% 61 51.69%
秋田県 343 88 0.13% 35 39.77%
山形県 297 78 0.11% 30 38.46%
福島県 2,113 406 0.59% 167 41.13%
茨城県 8,477 1,488 2.17% 525 35.28%
栃木県 2,131 401 0.59% 138 34.41%
群馬県 2,088 387 0.57% 186 48.06%
埼玉県 53,842 8,331 12.17% 2,620 31.45%
千葉県 63,829 9,350 13.66% 3,128 33.45%
東京都 241,779 35,651 52.08% 13,058 36.63%
神奈川県 53,198 8,017 11.71% 3,057 38.13%
新潟県 777 160 0.23% 69 43.13%
富山県 285 73 0.11% 32 43.84%
石川県 186 33 0.05% 22 66.67%
福井県 75 26 0.04% 22 84.62%
山梨県 1,954 344 0.50% 165 47.97%
⻑野県 1,967 381 0.56% 145 38.06%
岐阜県 268 54 0.08% 33 61.11%
静岡県 1,653 316 0.46% 115 36.39%
愛知県 581 154 0.22% 88 57.14%
三重県 189 55 0.08% 20 36.36%
滋賀県 55 18 0.03% 12 66.67%
京都府 213 48 0.07% 32 66.67%
大阪府 543 139 0.20% 69 49.64%
兵庫県 362 110 0.16% 48 43.64%
奈良県 91 21 0.03% 11 52.38%
和歌山県 299 51 0.07% 21 41.18%
鳥取県 46 14 0.02% 12 85.71%
島根県 127 34 0.05% 21 61.76%
岡山県 105 27 0.04% 26 96.30%
広島県 207 65 0.09% 26 40.00%
山口県 219 49 0.07% 23 46.94%
徳島県 258 61 0.09% 31 50.82%
香川県 122 37 0.05% 21 56.76%
愛媛県 90 33 0.05% 21 63.64%
高知県 153 33 0.05% 23 69.70%
福岡県 354 91 0.13% 40 43.96%
佐賀県 61 12 0.02% 6 50.00%
⻑崎県 140 23 0.03% 10 43.48%
熊本県 100 31 0.05% 7 22.58%
大分県 127 35 0.05% 22 62.86%
宮崎県 277 67 0.10% 33 49.25%
⿅児島県 208 49 0.07% 21 42.86%
沖縄県 210 46 0.07% 22 47.83%
未分類 3,698 1,073 1.57% 716 66.73%

446,744 68,459 100.00% 25,214 36.83%

◆全国 ＊ 新患者数＝当院を初めて受診した患者数

都道府県 延患者数
実患者数 新患者数
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地区別外来患者数 （総数） 【2017年1月〜12⽉】
◆東京都

件数 割合 件数
実患者数に
対する割合

千代⽥区 1,394 213 0.60% 101 47.42%

中央区 4,381 739 2.09% 282 38.16%

港区 6,875 1,110 3.14% 490 44.14%

新宿区 4,657 746 2.11% 236 31.64%

⽂京区 3,351 552 1.56% 165 29.89%

台東区 3,160 428 1.21% 132 30.84%

墨⽥区 6,385 920 2.61% 320 34.78%

江東区 32,883 4,400 12.46% 1,537 34.93%

品川区 9,606 1,297 3.67% 496 38.24%

⽬⿊区 4,901 719 2.04% 241 33.52%

⼤⽥区 14,850 1,969 5.58% 688 34.94%

世⽥⾕区 15,093 2,386 6.76% 804 33.70%

渋⾕区 4,421 715 2.03% 269 37.62%

中野区 4,666 764 2.16% 257 33.64%

杉並区 9,793 1,537 4.35% 520 33.83%

豊島区 6,409 1,062 3.01% 290 27.31%

北区 4,845 749 2.12% 237 31.64%

荒川区 2,070 342 0.97% 104 30.41%

板橋区 9,850 1,529 4.33% 471 30.80%

練⾺区 12,751 1,948 5.52% 576 29.57%

⾜⽴区 7,486 1,167 3.31% 335 28.71%

葛飾区 7,857 1,134 3.21% 369 32.54%

江⼾川区 23,701 2,981 8.44% 1,052 35.29%

都下 37,473 5,893 16.69% 1,845 31.31%

総計 238,858 35,300 100.00% 11,817 33.48%

延患者数
実患者数 新患者数

＊ 新患者数＝当院を初めて受診した患者数
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地区別外来患者数 （総数） 【2018年1月〜12⽉】
◆東京都

件数 割合 件数
実患者数に
対する割合

千代⽥区 1,374 269 0.75% 155 57.62%

中央区 4,828 785 2.19% 314 40.00%

港区 7,395 1,193 3.33% 555 46.52%

新宿区 4,405 771 2.15% 288 37.35%

⽂京区 3,534 551 1.54% 217 39.38%

台東区 3,346 522 1.46% 241 46.17%

墨⽥区 6,454 967 2.70% 357 36.92%

江東区 33,666 4,415 12.33% 1,772 40.14%

品川区 10,355 1,370 3.83% 513 37.45%

⽬⿊区 5,178 774 2.16% 306 39.53%

⼤⽥区 14,259 2,051 5.73% 733 35.74%

世⽥⾕区 16,047 2,399 6.70% 908 37.85%

渋⾕区 4,747 728 2.03% 259 35.58%

中野区 4,842 768 2.14% 256 33.33%

杉並区 9,829 1,585 4.43% 565 35.65%

豊島区 6,118 1,017 2.84% 312 30.68%

北区 4,610 714 1.99% 216 30.25%

荒川区 1,931 336 0.94% 104 30.95%

板橋区 9,223 1,468 4.10% 470 32.02%

練⾺区 13,141 1,978 5.52% 654 33.06%

⾜⽴区 7,324 1,118 3.12% 356 31.84%

葛飾区 7,964 1,145 3.20% 419 36.59%

江⼾川区 22,813 3,000 8.38% 1,082 36.07%

都下 38,396 5,885 16.43% 2,006 34.09%

241,779 35,809 100.00% 13,058 36.47%

延患者数
実患者数 新患者数

＊ 新患者数＝当院を初めて受診した患者数

地区別外来患者数 （総数） 【2017年1月〜12⽉】
◆東京都

件数 割合 件数
実患者数に
対する割合

千代⽥区 1,394 213 0.60% 101 47.42%

中央区 4,381 739 2.09% 282 38.16%

港区 6,875 1,110 3.14% 490 44.14%

新宿区 4,657 746 2.11% 236 31.64%

⽂京区 3,351 552 1.56% 165 29.89%

台東区 3,160 428 1.21% 132 30.84%

墨⽥区 6,385 920 2.61% 320 34.78%

江東区 32,883 4,400 12.46% 1,537 34.93%

品川区 9,606 1,297 3.67% 496 38.24%

⽬⿊区 4,901 719 2.04% 241 33.52%

⼤⽥区 14,850 1,969 5.58% 688 34.94%

世⽥⾕区 15,093 2,386 6.76% 804 33.70%

渋⾕区 4,421 715 2.03% 269 37.62%

中野区 4,666 764 2.16% 257 33.64%

杉並区 9,793 1,537 4.35% 520 33.83%

豊島区 6,409 1,062 3.01% 290 27.31%

北区 4,845 749 2.12% 237 31.64%

荒川区 2,070 342 0.97% 104 30.41%

板橋区 9,850 1,529 4.33% 471 30.80%

練⾺区 12,751 1,948 5.52% 576 29.57%

⾜⽴区 7,486 1,167 3.31% 335 28.71%

葛飾区 7,857 1,134 3.21% 369 32.54%

江⼾川区 23,701 2,981 8.44% 1,052 35.29%

都下 37,473 5,893 16.69% 1,845 31.31%

総計 238,858 35,300 100.00% 11,817 33.48%

延患者数
実患者数 新患者数

＊ 新患者数＝当院を初めて受診した患者数



36

病理検査 【2017年1⽉〜12⽉】
病理検査件数 細胞診検査件数

外来 入院 合計 年間件数
              18956 12236 31192 子宮膣、頸部 12,464
部位数           22455 23879 46334 子宮内膜 3,766
ブロック数         21343 55600 76943 手術 528
ラベルＨＥ・ＰＡＰ     36088 116916 153004
ラベル特染         28482 37258 65740
保険部位数         22350 18258 40608
ＥＭ            0 0 0
抗体法           2591 3289 5880 24,159
迅速件数          61 4036 4097 乳腺 2,170
診断料           14623 3363 17986 乳腺健診 0
診断のみ          2862 77 2939 甲状腺 466
レポート画像        468 5094 5562 その他 305
ミクロ画像         7 9 16 933
マクロ画像         9353 47242 56595 160
その他画像         6 0 6 1,060
呼吸器内科         344 105 449 ブラシ・針 830
呼吸器外科         74 1075 1149 喀痰 312
消化器内科         9535 634 10169 喀痰健診 7,557
消化器外科         330 4006 4336 3,729
乳腺科           1799 1446 3245 尿 4,298
婦人科           1846 1648 3494 尿健診 0
頭頸科           657 882 1539 17
整形外科          492 1019 1511 341
泌尿器科          390 1214 1604 322
総合腫瘍科         76 7 83 22,500
放射線治療         2 0 2
免疫・遺伝         0 0 0
総合内科          1 0 1
腫瘍精神科         0 0 0
眼科            143 74 217
皮膚科           7 0 7
⻭科            1 0 1
一般外科          0 0 0
形成外科          32 15 47
麻酔科           0 0 0
救急部           0 1 1
緩和ケア部         0 0 0
放射線診断         177 1 178
健診ドック         2494 1 2495
健診消内          6 0 6
健診婦人科         0 0 0
健診乳外          0 0 0
健診職員          0 0 0
遺伝子診療         10 0 10
血液腫瘍科         540 108 648

4,042

婦人科健診
(子宮内膜） 3,359

項  目

婦人科

婦人科合計

その他

乳腺

頭頚部

骨軟部

婦人科健診
(子宮膣・頸部）

脳脊髄液
リンパ節

婦人科外合計

総合計 46,659

迅  速  件  数
(上記総合計の中に含む)

3,547

呼吸器

体腔液

泌尿器

食道・胃
膵・胆管・大腸
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病理検査 【2018年1⽉〜12⽉】
病理検査件数 細胞診検査件数

外来 入院 合計 年間件数
              19730 12535 32265 子宮膣、頸部 12,600
部位数           23600 24606 48206 子宮内膜 3,788
ブロック数         20742 76355 97097 手術 349
ラベルＨＥ・ＰＡＰ     36172 114879 151051
ラベル特染         28622 37448 66070
保険部位数         23571 18909 42480
ＥＭ            0 0 0
抗体法           2618 3285 5903 24,653
迅速件数          78 4101 4179 乳腺 2,029
診断料           15381 3352 18733 乳腺健診 0
診断のみ          2831 56 2887 甲状腺 446
レポート画像        2728 5474 8202 その他 316
ミクロ画像         0 2 2 1,007
マクロ画像         7467 48121 55588 137
その他画像         1 0 1 1,046
呼吸器内科         337 129 466 ブラシ・針 823
呼吸器外科         67 1123 1190 喀痰 219
消化器内科         9644 724 10368 喀痰健診 8,664
消化器外科         325 3914 4239 3,721
乳腺科           1916 1476 3392 尿 4,265
婦人科           1954 1674 3628 尿健診 0
頭頸科           766 912 1678 16
整形外科          482 1089 1571 303
泌尿器科          350 1250 1600 352
総合腫瘍科         67 14 81 23,344
放射線治療         2 0 2
免疫・遺伝         0 0 0
総合内科          3 0 3
腫瘍精神科         0 0 0
眼科            143 70 213
皮膚科           76 17 93
⻭科            7 0 7
一般外科          0 0 0
形成外科          14 13 27
麻酔科           0 0 0
救急部           3 0 3
緩和ケア部         0 1 1
放射線診断         81 0 81
健診ドック         2959 1 2960
健診消内          8 0 8
健診婦人科         0 0 0
健診乳外          0 0 0
健診職員          0 0 0
遺伝子診療         3 0 3
血液腫瘍科         523 128 651

4,362

婦人科健診
(子宮内膜） 3,554

迅  速  件  数
(上記総合計の中に含む)

3,607

項  目

婦人科

婦人科合計

乳腺

頭頚部

骨軟部

婦人科健診
(子宮膣・頸部）

脳脊髄液
リンパ節

呼吸器

体腔液

47,997

泌尿器

食道・胃
膵・胆管・大腸

その他
婦人科外合計

総合計
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超音波検査
2017年 2018年

呼吸器内科 621 579
呼吸器外科 822 735
消化器内科 2,150 1,996
消化器外科 6,796 6,971
乳腺科 19,467 18,774
婦人科 11,720 12,117
頭頸科 6,332 6,651
整形外科 1,030 1,229
泌尿器科 2,116 1,722
総合腫瘍科 403 402
放射線治療部 184 136
総合内科 1,825 1,564
腫瘍精神科 0 0
眼科 266 300
皮膚科 3 8
形成外科 248 532
麻酔科 9 8
救急部 8 6
緩和治療科 57 28
画像診断部 111 89
健診（ドック） 22,340 24,966
健診（内科） 0 0
健診（婦人） 0 0
健診（乳腺） 0 0
遺伝⼦診療部 38 27
血液腫瘍科 1,637 1,537

78,283 80,377

◆内視鏡検査件数

検査項⽬ ２０１7年 ２０１8年

⾷道・胃スコピー 12,676 12,655

⾷道・胃スコピー
（ポリープ・ＥＭＲ）

721 776

⼤腸スコピー 8,689 8,506

⼤腸スコピー
（ポリープ・ＥＭＲ）

2,769 3,235

エコースコピー
（胃・⾷道）

356 315

エコースコピー
（⼤腸）

77 83

エコースコピー
（肝・胆・膵）

681 853

気管⽀スコピー 384 365

ＥＲＣＰ・ＰＴＣD 2,605 2,578

⾎管造影 1,159 1,321

内視鏡検査件数
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超音波検査
2017年 2018年

呼吸器内科 621 579
呼吸器外科 822 735
消化器内科 2,150 1,996
消化器外科 6,796 6,971
乳腺科 19,467 18,774
婦人科 11,720 12,117
頭頸科 6,332 6,651
整形外科 1,030 1,229
泌尿器科 2,116 1,722
総合腫瘍科 403 402
放射線治療部 184 136
総合内科 1,825 1,564
腫瘍精神科 0 0
眼科 266 300
皮膚科 3 8
形成外科 248 532
麻酔科 9 8
救急部 8 6
緩和治療科 57 28
画像診断部 111 89
健診（ドック） 22,340 24,966
健診（内科） 0 0
健診（婦人） 0 0
健診（乳腺） 0 0
遺伝⼦診療部 38 27
血液腫瘍科 1,637 1,537

78,283 80,377

超音波検査件数◆内視鏡検査件数

検査項⽬ ２０１7年 ２０１8年

⾷道・胃スコピー 12,676 12,655

⾷道・胃スコピー
（ポリープ・ＥＭＲ）

721 776

⼤腸スコピー 8,689 8,506

⼤腸スコピー
（ポリープ・ＥＭＲ）

2,769 3,235

エコースコピー
（胃・⾷道）

356 315

エコースコピー
（⼤腸）

77 83

エコースコピー
（肝・胆・膵）

681 853

気管⽀スコピー 384 365

ＥＲＣＰ・ＰＴＣD 2,605 2,578

⾎管造影 1,159 1,321
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院内がん登録集計
①部位別・男⼥別件数（全体）

総数 男 ⼥ 総数 男 ⼥
⼝腔・咽頭 357 266 91 382 300 82
喉頭 59 54 5 64 59 5
食道 460 373 87 534 450 84
胃 1,176 789 387 1,114 773 341
十二指腸・小腸 66 37 29 48 29 19
結腸・直腸 1,242 672 570 1,289 734 555
肝臓・肝内胆管 106 78 28 143 103 40
胆のう・胆管 113 68 45 118 74 44
膵臓 354 202 152 385 199 186
肺 654 386 268 682 413 269
骨・軟部 134 70 64 150 91 59
皮膚 33 16 17 93 43 50
乳房 1,439 4 1,435 1,405 3 1,402
子宮頚部 472 0 472 510 0 510
子宮体部 279 0 279 318 0 318
卵巣 191 0 191 167 0 167
前⽴腺 408 408 0 382 382 0
膀胱 206 167 39 196 148 48
腎・他の尿路 172 110 62 199 137 62
甲状腺 180 46 134 182 62 120
悪性リンパ腫 225 112 113 212 105 107
多発性骨髄腫 22 16 6 23 13 10
白血病 15 11 4 21 9 12
他の造血器腫瘍 13 11 2 12 8 4
原発不明 20 10 10 35 21 14
その他 177 105 72 201 93 108

合 計 8,573 4,011 4,562 8,865 4,249 4,616

2017年 2018年
①部位別・男女別件数（全体）
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診断時居住地（東京都医療県別内訳）
地 域 名 2017年 2018年

区東部
（江東区・江⼾川区・墨⽥区）

1,223 1,215

区⻄北部
（豊島区・北区・板橋区・練⾺区）

595 591

区⻄南部
（目⿊区・世⽥⾕区・渋⾕区）

451 494

区南部
（品川区・大⽥区）

418 438

区⻄部
（新宿区・中野区・杉並区）

363 373

区東北部
（荒川区・⾜⽴区・葛飾区）

303 342

区中央部
（千代⽥区・中央区・港区・文京区・台東区）

349 367

南多摩
（八王子市・町⽥市・日野市・多摩市・稲城市）

190 176

北多摩南部
（武蔵野市・三鷹市・府中市・調布市・⼩⾦井市・狛江市）

212 228

北多摩北部
（⼩平市・東村⼭市・清瀬市・東久留⽶市・⻄東京市）

155 173

北多摩⻄部
（⽴川市・昭島市・国分寺市・国⽴市・東大和市・武蔵村⼭）

102 97

⻄多摩
（⻘梅市・福⽣市・⽻村市・あきる野市・⻄多摩郡）

47 45

島しょ 4 9

総 計 4,412 4,548

②診断時居住地別件数（東京都医療県別内訳）
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②診断時居住地別（グラフ）
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　診断時居住地別件数（グラフ）
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③主要５部位治療別件数
③主要５部位治療別件数
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④治療別件数
外科的
手術のみ

体腔鏡的
手術のみ

内視鏡的
手術のみ

放射線
治療のみ

化学
療法のみ

手術+他 その他 合計

2017年 144 0 31 11 2 73 29 290
2018年 133 0 43 20 5 45 81 327
2017年 11 27 172 6 24 124 59 423
2018年 10 32 216 8 29 91 116 502
2017年 99 249 375 0 100 204 61 1088
2018年 60 266 396 0 91 157 58 1028
2017年 25 4 16 0 5 3 2 55
2018年 10 2 17 0 5 6 2 42
2017年 26 366 260 1 51 359 14 1077
2018年 14 368 280 0 54 368 40 1124
2017年 32 5 0 0 15 21 8 81
2018年 43 17 0 0 17 3 30 110
2017年 45 3 0 0 19 22 10 99
2018年 57 1 0 0 18 17 6 99
2017年 43 4 0 0 123 94 43 307
2018年 44 7 0 0 158 90 40 339
2017年 10 0 1 28 0 9 0 48
2018年 8 0 2 22 0 6 10 48
2017年 45 279 0 20 130 79 42 595
2018年 16 318 0 27 116 40 105 622
2017年 68 0 0 1 7 31 3 110
2018年 83 0 0 1 6 29 11 130
2017年 14 0 0 2 1 4 2 23
2018年 22 0 0 5 2 7 2 38
2017年 325 0 0 6 27 920 58 1336
2018年 338 1 0 6 26 853 86 1310
2017年 195 77 0 6 12 99 20 409
2018年 191 118 0 9 7 86 58 469
2017年 32 95 0 2 9 112 5 255
2018年 29 122 0 1 11 122 8 293
2017年 50 5 0 0 11 98 3 167
2018年 38 0 0 0 5 100 5 148
2017年 13 123 0 10 1 160 45 352
2018年 8 116 0 13 0 20 173 330
2017年 7 0 13 0 5 131 8 164
2018年 7 1 8 0 4 125 10 155
2017年 22 73 1 0 11 16 12 135
2018年 24 78 0 1 12 21 17 153
2017年 62 1 0 0 1 37 50 151
2018年 69 0 0 1 2 46 40 158
2017年 4 3 1 29 102 18 33 190
2018年 2 4 0 30 95 7 45 183
2017年 0 0 0 1 13 1 6 21
2018年 0 0 0 4 8 1 6 19
2017年 0 0 0 0 9 0 1 10
2018年 0 0 0 0 17 0 3 20
2017年 0 0 0 0 6 0 6 12
2018年 0 0 0 0 7 0 5 12
2017年 3 0 0 0 2 5 5 15
2018年 5 0 0 0 10 2 8 25
2017年 34 8 1 5 18 55 10 131
2018年 42 11 1 5 17 36 35 147

⼝腔・咽頭

食道

胃

十二指腸・小腸

結腸・直腸

肝臓

胆嚢・胆管

膵臓

喉頭

肺

骨・軟部

皮膚

乳房

子宮頚部

子宮体部

卵巣

前⽴腺

膀胱

原発不明

その他

腎・他の尿路

甲状腺

悪性リンパ腫

多発性骨髄腫

白血病

他の造血器腫瘍

④治療別件数
外科的
手術のみ

体腔鏡的
手術のみ

内視鏡的
手術のみ

放射線
治療のみ

化学
療法のみ

手術+他 その他 合計

2017年 144 0 31 11 2 73 29 290
2018年 133 0 43 20 5 45 81 327
2017年 11 27 172 6 24 124 59 423
2018年 10 32 216 8 29 91 116 502
2017年 99 249 375 0 100 204 61 1088
2018年 60 266 396 0 91 157 58 1028
2017年 25 4 16 0 5 3 2 55
2018年 10 2 17 0 5 6 2 42
2017年 26 366 260 1 51 359 14 1077
2018年 14 368 280 0 54 368 40 1124
2017年 32 5 0 0 15 21 8 81
2018年 43 17 0 0 17 3 30 110
2017年 45 3 0 0 19 22 10 99
2018年 57 1 0 0 18 17 6 99
2017年 43 4 0 0 123 94 43 307
2018年 44 7 0 0 158 90 40 339
2017年 10 0 1 28 0 9 0 48
2018年 8 0 2 22 0 6 10 48
2017年 45 279 0 20 130 79 42 595
2018年 16 318 0 27 116 40 105 622
2017年 68 0 0 1 7 31 3 110
2018年 83 0 0 1 6 29 11 130
2017年 14 0 0 2 1 4 2 23
2018年 22 0 0 5 2 7 2 38
2017年 325 0 0 6 27 920 58 1336
2018年 338 1 0 6 26 853 86 1310
2017年 195 77 0 6 12 99 20 409
2018年 191 118 0 9 7 86 58 469
2017年 32 95 0 2 9 112 5 255
2018年 29 122 0 1 11 122 8 293
2017年 50 5 0 0 11 98 3 167
2018年 38 0 0 0 5 100 5 148
2017年 13 123 0 10 1 160 45 352
2018年 8 116 0 13 0 20 173 330
2017年 7 0 13 0 5 131 8 164
2018年 7 1 8 0 4 125 10 155
2017年 22 73 1 0 11 16 12 135
2018年 24 78 0 1 12 21 17 153
2017年 62 1 0 0 1 37 50 151
2018年 69 0 0 1 2 46 40 158
2017年 4 3 1 29 102 18 33 190
2018年 2 4 0 30 95 7 45 183
2017年 0 0 0 1 13 1 6 21
2018年 0 0 0 4 8 1 6 19
2017年 0 0 0 0 9 0 1 10
2018年 0 0 0 0 17 0 3 20
2017年 0 0 0 0 6 0 6 12
2018年 0 0 0 0 7 0 5 12
2017年 3 0 0 0 2 5 5 15
2018年 5 0 0 0 10 2 8 25
2017年 34 8 1 5 18 55 10 131
2018年 42 11 1 5 17 36 35 147

⼝腔・咽頭

食道

胃

十二指腸・小腸

結腸・直腸

肝臓

胆嚢・胆管

膵臓

喉頭

肺

骨・軟部

皮膚

乳房

子宮頚部

子宮体部

卵巣

前⽴腺

膀胱

原発不明

その他

腎・他の尿路

甲状腺

悪性リンパ腫

多発性骨髄腫

白血病

他の造血器腫瘍



48

⑤ステージ別件数

2017年

2018年

0期

913

0期

990

Ⅰ期

3115

Ⅰ期

3381

Ⅱ期

1120

Ⅱ期

1096

Ⅲ期

1065

Ⅲ期

1046

Ⅳ期

1098

Ⅳ期

1091

空欄・不明

233

空欄・不明

227

ステージ別件数（2017年〜2018年）（件数）

⑤ステージ別件数

2017年

2018年

0期

913

0期

990

Ⅰ期

3115

Ⅰ期

3381

Ⅱ期

1120

Ⅱ期

1096

Ⅲ期

1065

Ⅲ期

1046

Ⅳ期

1098

Ⅳ期

1091

空欄・不明

233

空欄・不明

227

ステージ別件数（2017年〜2018年）（件数）
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⑥年齢別・部位別件数
2017年症例

分類 10 20 30 40 50 60 70 80 90 総計
⼝腔・咽頭 7 18 38 70 105 92 27 357

食道 2 21 82 157 150 47 1 460

胃 2 3 33 102 188 387 342 112 7 1176

十二指腸・小腸 1 1 9 11 25 16 3 66

結腸・直腸 10 50 137 250 395 295 101 4 1242

肝臓 1 5 17 32 36 14 1 106

胆嚢・胆管 1 6 10 34 44 18 113

膵臓 1 7 27 53 131 113 19 3 354

喉頭 2 7 22 21 6 1 59

肺 1 8 27 102 192 247 77 654

骨・軟部 10 12 10 17 19 26 27 13 134

皮膚 2 4 4 13 10 33

乳房 1 9 96 473 398 280 147 35 1439

子宮頚部 25 153 161 75 37 17 4 472

子宮体部 1 14 53 109 72 27 3 279

卵巣 4 16 48 49 42 27 4 1 191

前⽴腺 2 51 166 153 32 4 408

膀胱 4 4 28 72 72 25 1 206

腎・他の尿路 6 21 23 56 51 15 172

甲状腺 5 21 27 26 52 39 10 180

悪性リンパ腫 3 3 6 24 25 72 64 26 2 225

多発性骨髄腫 1 1 4 7 7 2 22

白血病 1 5 3 5 1 15

他の造血器腫瘍 2 5 6 13

原発不明 1 3 3 3 7 3 20

その他 4 8 22 21 30 42 38 10 2 177

総計 20 92 472 1231 1639 2419 2056 617 27 8573

年  代
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2018年症例
分類 10 20 30 40 50 60 70 80 90 総計

⼝腔・咽頭 4 17 35 61 109 114 37 5 382

⾷道 3 16 76 184 202 50 3 534

胃 5 30 89 153 346 359 128 4 1114

⼗⼆指腸・⼩腸 7 7 12 17 5 48

結腸・直腸 2 47 149 285 379 322 99 6 1289

肝臓 1 2 9 18 43 49 21 143

胆嚢・胆管 2 4 13 34 41 24 118

膵臓 6 25 61 125 131 35 2 385

喉頭 1 2 11 27 19 4 64

肺 1 11 46 103 184 265 71 1 682

⾻・軟部 6 12 15 22 24 24 30 16 1 150

⽪膚 1 4 5 11 26 23 19 4 93

乳房 10 112 442 357 277 172 33 2 1405

⼦宮頚部 1 41 145 179 72 44 23 5 510

⼦宮体部 4 26 65 117 61 35 10 318

卵巣 5 11 45 45 40 17 4 167

前⽴腺 1 3 50 140 167 20 1 382

膀胱 5 7 26 67 69 20 2 196

腎・他の尿路 4 18 28 78 54 16 1 199

甲状腺 4 8 26 25 38 42 28 10 1 182

悪性リンパ腫 2 7 6 20 33 59 51 32 2 212

多発性⾻髄腫 1 8 6 8 23

⽩⾎病 1 1 1 2 9 5 2 21

他の造⾎器腫瘍 1 8 2 1 12

原発不明 1 1 3 10 7 10 3 35

その他 1 9 19 27 47 38 46 13 1 201

総計 16 110 496 1244 1657 2369 2259 678 36 8865

年  代
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⑦症例区分別登録数
2017年 2018年

件数 197 257

⽐率 40.9% 45.5%

件数 3628 3877

⽐率 752.7% 686.2%

件数 6 10

⽐率 1.2% 1.8%

件数 3317 3359

⽐率 688.2% 594.5%

件数 396 328

⽐率 82.2% 58.1%

件数 547 469

⽐率 113.5% 83.0%

件数 482 565

⽐率 100.0% 100.0%

件数 8573 8865

⽐率 1778.6% 1839.2%

80:その他

総計

10:診断のみ

20:⾃施設診断・⾃施設治療開始

21:⾃施設診断・⾃施設治療継続

30:他施設診断・⾃施設治療開始

31:他施設診断・⾃施設治療継続

40:初回治療終了後

⑦症例区分別登録数
2017年 2018年

件数 197 257

⽐率 40.9% 45.5%

件数 3628 3877

⽐率 752.7% 686.2%

件数 6 10

⽐率 1.2% 1.8%

件数 3317 3359

⽐率 688.2% 594.5%

件数 396 328

⽐率 82.2% 58.1%

件数 547 469

⽐率 113.5% 83.0%

件数 482 565

⽐率 100.0% 100.0%

件数 8573 8865

⽐率 1778.6% 1839.2%

80:その他

総計

10:診断のみ

20:⾃施設診断・⾃施設治療開始

21:⾃施設診断・⾃施設治療継続

30:他施設診断・⾃施設治療開始

31:他施設診断・⾃施設治療継続

40:初回治療終了後
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8．一般公開講座
2017年度

日付 開催時間 題名 担当部署 場所

2017/5/25
13:30 〜
15:00

ハッピーライフセミナー｢がん研有明病院の専門医
によるがん検診｣の話
〜早期に⾒つかれば、がんは治る〜

健診センター 野村證券株式会社 自由が丘支店

2017/8/4
9:00 〜
17:00

がんを知る サマーセミナーinがん研有明病院
（江東区高校生）

院⻑補佐、看護部、研究所、
臨床検査センター

吉⽥富三記念講堂

2017/8/11
13:30 〜
17:00

ブラック・ジャック セミナー
病院⻑、外科系各科、看護部 吉⽥富三記念講堂

2017/10/11
16:05〜
17:35

わかりやすく、おもしろく、そしてためになる
「最新のがん知識」
メットライフ生命講演会

病院⻑ ホテルグランヴィア京都

2017/10/14
10:00〜
12:00

がんと仕事
看護部 吉⽥富三記念講堂

2017/10/28
13:30〜
15:00

乳がんについて知ることで、自分の健康を知ろう！
乳腺センター 大⽥区消費者センター大集会室

2017/11/25
13:30〜
15:00

今こそ大腸がん検診を受けましょう
〜大腸がんの発⾒から治療まで〜 大腸外科 世⽥⾕区烏⼭区⺠センター

2018/3/1
13:00〜
15:00

いま、知っておきたい「がん」のこと
病院⻑、乳腺センター 鶴⾒区⺠⽂化センターサルビアホール

2018/3/15
14:00〜
16:00

がんの予防と対策、最新の治療について
健診センター 松原まちづくりセンター

2018/3/21
13:00〜
15:00

がんのリハビリテーション
治療中も体⼒を保つために リハビリテーション 江東区健康センター

8．一般公開講座

2018年度
⽇付 開催時間 題名 担当部署 場所

2018/6/30
13:00 〜
14:00

あなたの乳房⼤丈夫ですか？
今知っておきたい乳がんのこと
（⾚⽻病院共催）

乳腺センター ⾚⽻会館

2018/7/31
9:00 〜
17:00

がんを知る サマーセミナーinがん研有明病院
（江東区⾼校⽣）

院⻑補佐、看護部、研究所、
臨床検査センター

吉⽥富三記念講堂

2018/8/4
13:30 〜
17:00

ブラック・ジャック セミナー 病院⻑、外科系各科、看護部 吉⽥富三記念講堂

2018/8/4
16:05〜
17:35

いま、知っておきたい「がん」のこと 名誉院⻑ 広島県医師会ホール

2018/8/30
13:30〜
16:00

いま、知っておきたい「がん」のこと 名誉院⻑ 神⼾芸術センター芸術劇場

2018/9/6
14:00〜
15:30

乳がん予防と治療について
〜サバイバーシップを考える〜

乳腺センター 清瀬市健康⼤学 健康センター2階

2018/10/27
10:00〜
12:00

超⾼齢社会におけるがんと暮らし 看護部 吉⽥富三記念講堂
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9．学会・研究発表業績
【2017年度】
呼吸器内科
1. Ariyasu, R., Horiike, A., Koyama, J., Saiki, 

M., Sonoda, T., Takano, N., Kawashima, Y., 
Oguri, T., Nishikawa, S., Kitazono, S., Yan-
agitani, N., Ohyanagi, F., Oikado, K., Nishio, 
M.

 Correlation of low CT attenuation and ne-
crotic features of tumor in contrast-en-
hanced CT with nivolumab response.

 53rd ASCO Annual Meeting: Chicago, USA, 
2017

2. Kawashima, Y., Nishikawa, S., Ariyasu, R., 
Koyama, J., Saiki, M., Sonoda, T., Takano, 
N., Oguri, T., Kitazono, S., Tambo, Y., Yan-
agitani, N., Ohyanagi, F., Horiike, A., Horai, 
T., Nishio, M.

 Monitoring of peripheral lymphocyte and 
neutrophil counts to predict efficacy of 
nivolumab (nivo).

 53rd ASCO Annual Meeting: Chicago, USA, 
2017

3. Koyama, J., Kitazono, S., Ariyasu, R., Saiki, 
M., Sonoda, T., Kawashima, Y., Takano, N., 
Oguri, T., Nishikawa, S., Yanagitani, N., 
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2018

10.	 加藤一喜
	 婦人科がん手術の最前線：手技の実践と CART

の活用 .
	 第 70 回日本産科婦人科学会学術講演会 :	仙台

市 ,	2018

11.	 加藤一嘉
	 婦人科手術の最前線　高難度症例に対するコツ

とピットフォールの全て：リンパ節郭清から腸
管再建まで .

	 第 70 回日本産科婦人科学会学術講演会 :	仙台
市 ,	2018

12.	 宇津木久仁子 ,	岡本三四郎 ,	野村秀高 ,	長島稔 ,	
杉原武 ,	岡本修平 ,	西村宙起 ,	金尾祐之 ,	竹島
信宏

	 子宮筋腫合併子宮体癌の腹腔鏡下手術での注意
点 .

	 第 70 回日本産科婦人科学会学術講演会 :	仙台
市 ,	2018

13.	 尾身牧子 ,	岡本修平 ,	久毅 ,	金尾祐之 ,	加藤一
喜 ,	竹島信宏

	 手術翌日の血中クレアチニン値は術中尿路損傷
の診断に寄与するか .

	 第 70 回日本産科婦人科学会学術講演会 :	仙台
市 ,	2018

14.		 岡本三四郎 ,	西村宙起 ,	長島稔 ,	谷川輝美 ,	野
村秀高 ,	的田眞紀 ,	尾松公平 ,	金尾祐之 ,	加藤

一喜 ,	宇津木久仁子 ,	竹島信宏
	 当院における早期子宮体癌症例で腹腔鏡下子宮

体癌根治術を施行し術後再発を認めた症例の検
討 .

	 第 70 回日本産科婦人科学会学術講演会 :	仙台
市 ,	2018

15.	 岡本修平 ,	杉原武 ,	尾身牧子 ,	久毅 ,	青木洋一 ,	
野村秀高 ,	金尾祐之 ,	尾松公平 ,	加藤一喜 ,	宇
津木久子 ,	竹島信宏

	 当科での卵巣癌患者の深部静脈血栓症 (DVT)
の発生状況とリスク因子の検討 .

	 第 70 回日本産科婦人科学会学術講演会 :	仙台
市 ,	2018

16.	 的田眞紀 ,	谷川輝美 ,	西村宙起 ,	尾身牧子 ,	太
田絵美 ,	青木洋一 ,	野村秀高 ,	岡本三四郎 ,	尾
松公平 ,	金尾祐之 ,	加藤一喜 ,	竹島信宏

	 子宮頸癌リンパ節転移症例に対する術後療法の
治療成績：術後化学療法を中心に .

	 第 70 回日本産科婦人科学会学術講演会 :	仙台
市 ,	2018

17.	 竹島信宏
	 卵巣癌治療における VEGF 阻害薬の新たなエビ

デンス：国内臨床試験を中心に .
	 第 70 回日本産科婦人科学会学術講演会 :	仙台

市 ,	2018

18.	 谷川輝美 ,	的田眞紀 ,	杉原武 ,	岡本修平 ,	野村
秀高 ,	岡本三四郎 ,	尾松公平 ,	金尾祐之 ,	加藤
一喜 ,	宇津木久仁子 ,	竹島信宏

	 再発卵巣がんの二次治療における Bevacizum-
ab	beyond	PD の治療成績 .

	 第 70 回日本産科婦人科学会学術講演会 :	仙台
市 ,	2018

19.	 野村秀高 ,	太田絵美 ,	長島稔 ,	谷川輝美 ,	的田
眞紀 ,	岡本三四郎 ,	尾松公平 ,	金尾祐之 ,	加藤
一喜 ,	宇津木久仁子 ,	杉山裕子 ,	竹島信宏

	 当院で BRCA1/2 変異陽性者に対してリスク低
減卵管卵巣摘出術を施行した 51 例の臨床病理
学的検討 .

	 第 70 回日本産科婦人科学会学術講演会 :	仙台
市 ,	2018
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20.	 金尾祐之
	 婦人科がんの手術療法 .
	 第 70 回日本産科婦人科学会学術講演会 :	仙台

市 ,	2018

21.		 長島稔 ,	的田眞紀 ,	岡本三四郎 ,	野村秀高 ,	谷
川輝美 ,	尾松公平 ,	金尾祐之 ,	加藤一喜 ,	宇津
木久仁子 ,	杉山裕子 ,	竹島信宏

	 腹腔鏡下子宮体がん根治術の短期治療成績とこ
れまでの治療成績との比較 .

	 第 70 回日本産科婦人科学会学術講演会 :	仙台
市 ,	2018

22.	 金尾祐之
	 系統解剖学と外科解剖学に基づく骨盤内視鏡手

術：骨盤内視鏡手術の限界は .
	 第 20 回南九州内視鏡外科研究会 :	鹿児島市 ,	

2018

23.	 野村秀高 ,	ほか
	 当院でリスク低減卵管卵巣摘出術を施行し、オ

カルト癌を認めた	2	例の検討 .
	 第 24回日本家族性腫瘍学会学術集会 :	神戸市 ,	

2018

24.	 金尾祐之 ,	竹島信宏
	 系統解剖学と外科解剖学の融合の先にある婦人

科腹腔鏡手術 .
	 第 28 回骨盤外科機能温存研究会 :	 千葉市 ,	

2018

25.		 金尾祐之 ,	竹島信宏
	 腹腔鏡下拡大骨盤外科手術：婦人科疾患に対す

る腹腔鏡下骨盤内臓全摘術 .
	 第 28 回骨盤外科機能温存研究会 :	 千葉市 ,	

2018

26.	 野村秀高 ,	杉山裕子 ,	伊藤崇彦 ,	小松京子 ,	古
田則行 ,	岡本三四郎 ,	金尾祐之 ,	加藤一喜 ,	宇
津木久仁子 ,	竹島信宏

	 癌専門病院に於ける記述式子宮内膜細胞診報告
様式運用の実際と今後の課題 .

	 第 59 回日本臨床細胞学会総会（春期大会）:	
札幌市 ,	2018

27.	 加藤一喜
	 ベバシズマブを用いた進行卵巣癌に対する初回

化学療法 .
	 第 16 回日本臨床腫瘍学会学術集会 :	神戸市 ,	

2018

28.	 温泉川真由
	 婦人科がん	1（子宮頸部・体部）.
	 第 16 回日本臨床腫瘍学会学術集会 :	神戸市 ,	

2018

29.		 竹島信宏
	 子宮頸癌の化学療法～ CPT-11/NDP の有用性

の検証～ .
	 第 16 回日本臨床腫瘍学会学術集会 :	神戸市 ,	

2018

30.		 一瀬隆行 ,	野村秀高 ,	青木洋一 ,	谷川輝美 ,	的
田眞紀 ,	岡本三四郎 ,	尾松公平 ,	金尾祐之 ,	加
藤一喜 ,	宇津木久仁子 ,	竹島信宏

	 腹腔鏡下子宮全摘術後に気胸を発症した 1例 .
	 第58回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会:	

松江市 ,	2018

31.	 中林誠 ,	宮本真豪 ,	岡田義之 ,	朝見友香 ,	島田
佳苗 ,	飯塚千祥 ,	小貫麻美子 ,	石川哲也 ,	金尾
祐之 ,	竹島信宏 ,	松本光司

	 TLHを始めて 1年間の検討 .
	 第58回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会:	

松江市 ,	2018

32.	 加藤一喜 ,	太田絵美 ,	青木洋一 ,	金尾祐之 ,	的
田眞紀 ,	岡本三四郎 ,	野村秀高 ,	谷川輝美 ,	尾
松公平 ,	宇津木久仁子 ,	竹島信宏

	 腹腔鏡下手術にて病勢を診断しストマ造設を
行った小腸腟瘻を伴う再発卵巣がんの一例 .

	 第58回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会:	
松江市 ,	2018

33.		 太田絵美 ,	竹島信宏 ,	宇津木久仁子 ,	加藤一喜 ,	
金尾祐之 ,	尾松公平 ,	岡本三四郎 ,	的田眞紀 ,	
谷川輝美 ,	野村秀高

	 多発子宮筋腫を合併した子宮頸部異形成に対し
て行う腹腔鏡下子宮全摘術 .

	 第58回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会:	
松江市 ,	2018

34.	 宇津木久仁子 ,	岡本三四郎 ,	野村秀高 ,	加藤一
喜 ,	尾松公平 ,	的田眞紀 ,	谷川輝美 ,	青木洋一 ,	
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金尾祐之 ,	竹島信宏
	 ガーゼオーマと鑑別を要したリンパ嚢胞石灰化

肉芽腫 .
	 第58回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会:	

松江市 ,	2018

35.		 尾松公平 ,	野村秀高 ,	岡本三四郎 ,	板橋彩 ,	太
田絵美 ,	青木洋一 ,	谷川輝美 ,	的田眞紀 ,	金尾
祐之 ,	竹島信宏

	 腹腔鏡手術後にインフォーメーションドレーン
が有用であった 1例 .

	 第58回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会:	
松江市 ,	2018

36.		 尾身牧子 ,	長島稔 ,	金尾祐之 ,	竹島信宏
	 腹腔鏡下広汎子宮全摘術において「切開ライン

をつくる」助手鉗子操作 .
	 第58回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会:	

松江市 ,	2018

37.		 尾身牧子 ,	長島稔 ,	金尾祐之 ,	竹島信宏
	 陽子線照射後に腟断端に再々発し、腹腔鏡下に

腫瘍切除を行った子宮頸癌の 1例 .
	 第58回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会:	

松江市 ,	2018

38.	 的田眞紀 ,	谷川輝美 ,	西村宙起 ,	尾身牧子 ,	太
田絵美 ,	青木洋一 ,	野村秀高 ,	岡本三四郎 ,	尾
松公平 ,	金尾祐之 ,	加藤一喜 ,	宇津木久仁子 ,	
竹島信宏

	 開腹手術を主に行ってきた婦人科腫瘍専門医が
考える腹腔鏡下広汎子宮全摘術 .

	 第58回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会:	
松江市 ,	2018

39.	 竹島信宏 ,	太田絵美 ,	青木洋一
	 バッグ破損を回避するための Hand-Assisted	

In-Bag Morcellation with the Inside Retrac-
tor Technique.

	 第 58回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会:	
松江市 ,	2018

40.	 谷川輝美 ,	的田眞紀 ,	西村宙起 ,	青木洋一 ,	野
村秀高 ,	岡本三四郎 ,	尾松公平 ,	金尾祐之 ,	加
藤一喜 ,	宇津木久仁子 ,	竹島信宏

	 子宮肉腫の細切が再発に与える影響 .
	 第58回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会:	

松江市 ,	2018

41.	 野村秀高 ,	金尾祐之 ,	一瀬隆行 ,	青木洋一 ,	谷
川輝美 ,	的田眞紀 ,	岡本三四郎 ,	尾松公平 ,	加
藤一喜 ,	宇津木久仁子 ,	竹島信宏

	 根治性と安全性を重視した腹腔鏡下広汎子宮全
摘術 .

	 第58回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会:	
松江市 ,	2018

42.	 金尾祐之 ,	竹島信宏
	 婦人科がん手術に必要な骨盤解剖 .
	 第58回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会:	

松江市 ,	2018

43.	 金尾祐之
	 骨盤解剖に基づいた切離と剥離：TLH から

TLRHへ .
	 第58回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会:	

松江市 ,	2018

44.	 青木洋一 ,	金尾祐之 ,	野村秀高 ,	岡本修平 ,	久
毅 ,	杉原武 ,	竹島信宏

	 In-Bag	Morcellation による検体回収方法の検
討 ,	Hand	assisted	method と	Power	mor-
cellation の比較。アニマルモデルを用いて .

	 第58回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会:	
松江市 ,	2018

45.	 青木洋一
	 傍大動脈リンパ節郭清 .
	 第58回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会:	

松江市 ,	2018

46. Aoki, Y., Kanao, H.
 Laparoscopic sentinel lymph node mapping 

using	indocyanine	green	fluorescent	dye	for	
cervical cancer.

 17th Biennial Meeting of the International 
Gynecologic Cancer Society (IGCS): Kyoto, 
Japan, 2018

47. Ichinose, T., Nomura, H., Aoki, Y., Taniga-
wa, T., Matoda, M., Okamoto, S., Omatsu, 
K., Kanao, H., Kato, K., Utsugi, K., Takeshi-
ma, N.

 Two cases of pancreatic cancer detected 
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during surveillance for hereditary breast 
and ovarian cancer (HBOC) syndrome.

 17th Biennial Meeting of the International 
Gynecologic Cancer Society (IGCS): Kyoto, 
Japan, 2018

48. Kanao, H.
 Laparoscopic radical surgery for cervical 

cancer.
 17th Biennial Meeting of the International 

Gynecologic Cancer Society (IGCS): Kyoto, 
Japan, 2018

49. Nomura, H.
 Cut the champagne bubble to develop ret-

roperitoneal space without bleeding!
 17th Biennial Meeting of the International 

Gynecologic Cancer Society (IGCS): Kyoto, 
Japan, 2018

50. Tanigawa, T., Matoda, M., Omi, M., Ota, E., 
Nishimura, H., Aoki, Y., Nomura, H., Oka-
moto, S., Omatsu, K., Kanao, H., Kato, K., 
Utsugi, K., Takeshima, N.

 The impact of intraperitoneal morcellation 
or enucleation on recurrence of patients 
with unexpected uterine sarcoma.

 17th Biennial Meeting of the International 
Gynecologic Cancer Society (IGCS): Kyoto, 
Japan, 2018

51. Kanao, H., Takeshima, N.
 Laparoscopic nerve-sparing radical hyster-

ectomy based on a detail pelvic anatomy.
	 第 60 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 :	京都

市 ,	2018

52. Kanao, H., Takeshima, N.
 Laparoscopic resection surgery for previ-

ously irradiated recurrent cervical carcino-
ma.

	 第 60 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 :	京都
市 ,	2018

53. Takeshima, N.
 Postoperative chemotherapy for cervical 

cancer patients with lymph node metasta-

sis: JGOG 1067 phase II trial.
	 第 60 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 :	京都

市 ,	2018

54.	 中林誠 ,	金尾祐之 ,	長島稔 ,	菅野素子 ,	西村宙
起 ,	青木洋一 ,	谷川輝美 ,	野村秀高 ,	的田眞紀 ,	
岡本三四郎 ,	尾松公平 ,	加藤一喜 ,	杉山裕子 ,	
宇津木久仁子 ,	竹島信宏

	 当院における Pegfilgrastim の検討 .
	 第 60 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 :	京都

市 ,	2018

55.	 太田絵美 ,	青木洋一 ,	野村秀高 ,	谷川輝美 ,	的
田眞紀 ,	岡本三四郎 ,	尾松公平

	 当院における10年間の未熟奇形腫の治療成績 .
	 第 60 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 :	京都

市 ,	2018

56.	 尾身牧子 ,	中林誠 ,	太田絵美 ,	西村宙起 ,	谷川
輝美 ,	的田眞紀 ,	竹島信宏

	 術後化学療法を施行した子宮体癌の再発様式の
検討 .

	 第 60 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 :	2018

57.	 板橋彩 ,	尾松公平 ,	岡本三四郎 ,	青木洋一 ,	谷
川輝美 ,	野村秀高 ,	的田眞紀 ,	金尾祐之 ,	加藤
一喜 ,	宇津木久仁子 ,	竹島信宏

	 TC 療法で腹水のコントロールが良好であった
進行顆粒膜細胞腫の一例 .

	 第 60 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 :	京都
市 ,	2018

58.	 的田眞紀 ,	谷川輝美 ,	尾松公平 ,	温泉川真由 ,	
尾身牧子 ,	太田絵美 ,	西村宙起 ,	一瀬隆行 ,	竹
島信宏

	 子宮頸癌リンパ節転移症例に対する術後療法の
治療成績 -術後化学療法と術後CCRTの比較 .

	 第 60 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 :	京都
市 ,	2018

59.	 菅野素子 ,	宇津木久仁子 ,	青木洋一 ,	谷川輝美 ,	
野村秀高 ,	的田眞紀 ,	岡本三四郎 ,	尾松公平 ,	
金尾祐之 ,	加藤一喜 ,	高澤豊 ,	竹島信宏

	 未治療外陰部 Paget 病が浸潤性乳管癌に対する
化学療法で根治した一例 .

	 第 60 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 :	京都
市 ,	2018
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60.	 西村宙起 ,	的田眞紀 ,	一瀬隆行 ,	中林誠 ,	菅野
素子 ,	青木洋一 ,	金尾祐之 ,	竹島信宏

	 IVB 期子宮頸癌治療における子宮全摘術を含む
手術が予後と治療効果に与える影響 .

	 第 60 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 :	京都
市 ,	2018

61.	 青木洋一 ,	金尾祐之 ,	長島稔 ,	尾身牧子 ,	加藤
一喜 ,	太田絵美 ,	竹島信宏

	 新型蛍光内視鏡カメラを利用した子宮頸癌に対
する妊孕能温存手術　センチネルリンパ節同定
の試み .

	 第 63 回日本生殖医学会学術講演会・総会 :	旭
川市 ,	2018

62.	 金尾祐之
	 系統解剖学と外科解剖学の融合 .
	 第 24 回四国産婦人科内視鏡手術研究会 :	高松

市 ,	2018

63.	 竹島信宏
	 卵巣癌 .	[ 座長 ]
	 第 56 回日本癌治療学会学術集会 :	 横浜市 ,	

2018

64.	 谷川輝美 ,	的田眞紀 ,	太田絵美 ,	板橋彩 ,	青木
洋一 ,	野村秀高 ,	岡本三四郎 ,	尾松公平 ,	温泉
川真由 ,	金尾祐之 ,	加藤一喜 ,	宇津木久仁子 ,	
杉山裕子 ,	竹島信宏

	 プラチナ感受性再発卵巣癌に対する PARP 阻害
薬（オラパリブ）の使用経験 .

	 第 56 回日本癌治療学会学術集会 :	 横浜市 ,	
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	 Expert	Nurse,	2017.	33(8):	28-31

4.	 増田香織
	 分子標的薬などの新薬にも注目 !　“いま” 見直

したい抗がん薬の副作用ケア　入院中から退院
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したい抗がん薬の副作用ケア　知っておきたい
トピック　「免疫チェックポイント阻害薬」投
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	 Expert	Nurse,	2017.	33(8):	21-24
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	 分子標的薬などの新薬にも注目 !　“いま” 見直
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	 ナーシング ,	2017.	37(2):	92-93
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について教えてください .
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	 がん患者のココロを支える　がん患者における

精神症状の理解と対応のエッセンス　がん患者
に対する向精神薬の薬学的管理 .
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【2017年度】
受託元 種目/項目 研究テーマ ⾦額 研究者

⽇本医療研究開発
機構（AMED）

⾰新的がん医療実
用化研究事業

局所進⾏胃癌に対する術前化学療法の有効性を
検証する臨床第Ⅲ相試験

3,800,000
消化器外科
大橋学

⽇本医療研究開発
機構（AMED）

⾰新的がん医療実
用化研究事業

病理学的Stage II/IIIで“vulnerable”な80歳以
上の⾼齢者胃癌に対する開始量を減量したS-1
術後補助化学療法に関するランダム化⽐較第
III相試験

615,385
消化器外科
大橋学

⽇本医療研究開発
機構（AMED）

⾰新的がん医療実
用化研究事業

放射線治療管理、局所放射線療法のQA/QC、
ISRT標準化

240,000
放射線治療部
小口正彦

⽇本医療研究開発
機構（AMED）

⾰新的がん医療実
用化研究事業

小児及びＡＹＡ世代の横紋筋肉腫およびユーイ
ング肉腫患者に対するリスク層別化臨床試験実
施による標準的治療法の開発

400,000
放射線治療部
角美奈⼦

⽇本医療研究開発
機構（AMED）

⾰新的がん医療実
用化研究事業

リンパ節転移リスクを有する⼦宮体癌に対する
標準的リンパ節郭清確⽴のための多施設共同臨
床試験

236,364
婦人科
竹島信宏

⽇本医療研究開発
機構（AMED）

⾰新的がん医療実
用化研究事業

切除不能進⾏・再発胃がんに対する個別化治療
と最適化標準療法に関する研究

454,546
消化器化学療法科
陳勁松

⽇本医療研究開発
機構（AMED）

⾰新的がん医療実
用化研究事業

眼部腫瘍の全国症例登録システムの構築に関す
る研究

500,000
眼科
辻英貴

⽇本医療研究開発
機構（AMED）

⾰新的がん医療実
用化研究事業

効果判定、PETのQA/QC 1,000,000
核医学部
寺内隆司

⽇本医療研究開発
機構（AMED）

⾰新的がん医療実
用化研究事業

局所進⾏非扁平上⽪非小細胞肺癌に対するシス
プラチン+S-1同時胸部放射線治療とシスプラ
チン+ペメトレキセド同時胸部放射線治療の無
作為化第Ⅱ相試験

77,520
呼吸器内科
⻄尾誠人

⽇本医療研究開発
機構（AMED）

⾰新的がん医療実
用化研究事業

RET融合遺伝⼦陽性の進⾏非小細胞肺癌に対す
る新規治療法の確⽴に関する研究

300,000
呼吸器内科
⻄尾誠人

⽇本医療研究開発
機構（AMED）

⾰新的がん医療実
用化研究事業

胸腺癌、胸腺腫に対する抗ＰＤ－１抗体ニボル
マブ適応拡大のための研究

1,200,000
呼吸器内科
⻄尾誠人

⽇本医療研究開発
機構（AMED）

⾰新的がん医療実
用化研究事業

外科手術手技の客観的評価と科学的根拠に基づ
いた標準治療開発のための多施設共同第三相無
作為化試験の確⽴

500,000
肝胆膵外科
斎浦明夫

⽇本医療研究開発
機構（AMED）

⾰新的がん医療実
用化研究事業

⾼悪性度骨軟部腫瘍に対する標準治療法確⽴の
ための研究

200,000
整形外科
阿江啓介

⽇本医療研究開発
機構（AMED）

⾰新的がん医療実
用化研究事業

臨床病期I/II/III⾷道癌（T4を除く）に対する
胸腔鏡下手術と開胸手術のランダム化⽐較第
III相試験

400,000
消化器外科
渡邊雅之

⽇本医療研究開発
機構（AMED）

⾰新的がん医療実
用化研究事業

胃癌補助化学療法の期間短縮を目指した非劣性
ランダム化⽐較第Ⅲ相試験

1,994,185
消化器外科
布部創也

⽇本医療研究開発
機構（AMED）

⾰新的がん医療実
用化研究事業

「頭頚部表在癌全国登録調査｣に基づいた頭頚
部表在癌に対する診断・治療法の開発に関する

230,770
頭頸科
三谷浩樹

⽇本医療研究開発
機構（AMED）

⾰新的がん医療実
用化研究事業

⾼度腹膜転移胃癌に対する標準化学療法の確⽴
に関する研究

1,000,000
消化器化学療法科
山口研成

⽇本医療研究開発
機構（AMED）

⾰新的がん医療実
用化研究事業

遺伝⼦組換え⿇疹ウイルスを用いた癌治療法の
開発

1,000,000
総合腫瘍科
⾼橋俊二

⽇本医療研究開発
機構（AMED）

⾰新的がん医療実
用化研究事業

トレーサビリティの確保された線源と画像誘導
を利用した⾼線量率小線源治療の標準化と⾼度
化の研究

400,000
放射線治療部
吉岡靖生

11．獲得研究費一覧
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【2017年度】
受託元 種目/項目 研究テーマ ⾦額 研究者

11．獲得研究費一覧

⽇本医療研究開発
機構（AMED）

⾰新的がん医療実
用化研究事業

乳房再建におけるアウトカム指標の確⽴と科学
的根拠に基づいた患者意思決定支援

700,000
形成外科
澤泉雅之

⽇本医療研究開発
機構（AMED）

臨床研究・治験推
進研究事業

切除不能・術後再発胆道癌に対するＦＯＬＦＩ
ＲＩＮＯＸ療法

1,000,000
消化器内科
笹平直樹

⽇本医療研究開発
機構（AMED）

臨床研究・治験推
進研究事業

産学連携全国がんゲノムスクリーニング
（SCRUM-Japan）患者レジストリを活用した
BRAF遺伝⼦変異陽性切除不能進⾏・再発大腸
がんを対象にした医師主導治験

500,000
消化器化学療法科
山口研成

⽇本医療研究開発
機構（AMED）

未来医療を実現す
る医療機器・シス
テム研究開発事業

生体多光⼦励起イメージング技術を利用した新
規低侵襲・⾼解像度がん診断装置の開発

4,328,800
乳腺センター
大野真司

⽇本医療研究開発
機構（AMED）

未来医療を実現す
る医療機器・シス
テム研究開発事業

直径1mmの⾎管吻合を容易にする顕微鏡下手
術支援ロボットシステムの研究開発

769,231
乳腺センター
大野真司

⽇本医療研究開発
機構（AMED）

医薬品等規制調
和・評価研究事業

患者に対してセンシティブな内容（性交渉や避
妊等）を説明する医療従事者向け教育プログラ
ムの策定に関する研究

384,616
⾎液腫瘍科
⻄村倫⼦

⽇本医療研究開発
機構（AMED）

創薬基盤推進研究
事業

肥満関連癌症例の⾎液試料分析による肥満関連
のバイオマーカーの同定

1,880,000
消化器外科
⻑山聡

⽇本医療研究開発
機構（AMED）

オーダーメイド医
療の実現プログラ
ム

大腸がん発症リスクの予測を可能とする感受性
遺伝⼦の同定とその応用研究の推進

2,769,231
消化器外科
⻑山聡

⽇本医療研究開発
機構（AMED）

バイオバンク
バイオバンクの構築と臨床情報データベース化
（ＤＮＡサンプル及び臨床情報の収集）

14,879,231
消化器外科
⻑山聡

⽇本医療研究開発
機構（AMED）

8K等⾼精細映像
データ利活用研究
事業

人工知能とデータ大循環によって実現する、大
腸内視鏡診療の⾰新的転換

6,821,700
消化器内科
斎藤彰一

⽇本医療研究開発
機構（AMED）
次世代がん

次世代がん医療創
成研究事業

がん細胞および免疫応答解析に基づくがん免疫
療法効果予測診断法の確⽴

46,576,924
呼吸器内科
⻄尾誠人

⽇本医療研究開発
機構（AMED）
次世代がん

次世代がん医療創
成研究事業

NGS技術を駆使した遺伝学的解析による家族
性乳がんの原因遺伝⼦同定と標準化医療構築

60,884,616
乳腺センター
大野真司

⽇本医療研究開発
機構（AMED）
次世代がん

次世代がん医療創
成研究事業

切除組織培養分泌エクソソームの網羅的解析に
よるがん早期診断薬開発

1,800,000
消化器外科
⻑山聡

厚生労働省
がん対策推進総合研
究事業

わが国における遺伝性乳癌卵巣癌の臨床遺伝学
的特徴の解明と遺伝⼦情報を用いた生命予後の
改善に関する研究

600,000
遺伝⼦診療部
新井正美

厚生労働省
難治性疾患等政策研
究事業

腹腔外発生デスモイド腫瘍患者の実態把握および診
療ガイドライン確⽴に向けた研究

70,000
整形外科
阿江啓介

国⽴がん研究セン
ター

国⽴がん研究セン
ターがん研究開発費

ＪＣＯＧ試験におけるＰＥＴ/ＣＴのＱＡ/ＱＣを担
保するシステム構築に関する研究・がんＰＤＧ－Ｐ
ＥＴ/ＣＴ撮像法ガイドラインの改訂に関する研究

2,500,000
核医学部
寺内隆司

国⽴がん研究セン
ター

国⽴がん研究セン
ターがん研究開発費

胃がんに対する標準治療確⽴のための多施設共同研
究

800,000
消化器外科
布部創也
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⽂部科学省 基盤研究（Ａ）
骨軟部腫瘍における診断マーカーの同定と腫瘍概念
の再構築を目指した融合遺伝⼦の探索

150,000
整形外科
阿江啓介

⽂部科学省 基盤研究（Ｂ）
患者由来細胞のキノーム解析による標的キナーゼ活
性定量法を用いた薬剤耐性機序の解明

100,000
呼吸器内科
⻄尾誠人

⽂部科学省 基盤研究（Ｂ）
患者由来細胞のキノーム解析による標的キナーゼ活
性定量法を用いた薬剤耐性機序の解明

100,000
消化器外科
⻑山聡

⽂部科学省 基盤研究（Ｂ） ヘリコバクター属感染と膵がん・胆道がんのリスク 300,000
消化器内科
笹平直樹

⽂部科学省 基盤研究（Ｂ）
蛍光イメージングを駆使した肝臓外科手術支援の基
礎技術開発研究

200,000
消化器外科
石沢武彰

⽂部科学省
基盤研究（Ｂ）
（特設分野研究）

大規模経時採取⾎漿バンクの網羅的蛋⽩質変動解析
による大腸癌再発予測因⼦の解明

600,000
消化器外科
⻑山聡

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
⾼感度域でも良好な定量性を⽰し、普及し易いメチ
ル化DNA解析法の開発

1,100,000
購買・施設部
野村幸男

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
⾼感度域でも良好な定量性を⽰し、普及し易いメチ
ル化DNA解析法の開発

100,000
臨床試験部
石塚直樹

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
⾼感度域でも良好な定量性を⽰し、普及し易いメチ
ル化DNA解析法の開発

100,000
遺伝⼦診療部
新井正美

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
基礎研究解析データに基づく大腸がん新規治療薬の
バイオマーカー探索

1,200,000
消化器内科
末永光邦

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
⾷道癌新規治療法の確⽴に向けた⾷道癌間質ゲノム
の網羅的解析

1,200,000
消化器外科
井田智

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
胃粘膜内のmicrobiomeと胃癌の悪性度に関する網
羅的解析

50,000
消化器外科
井田智

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
胃粘膜内のmicrobiomeと胃癌の悪性度に関する網
羅的解析

50,000
消化器外科
今村裕

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
⾷道扁平上⽪癌におけるがん代謝を制御する分⼦機
序の網羅的解析

200,000
消化器外科
今村裕

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
大腸癌におけるRNF43遺伝⼦による腫瘍増殖メカニ
ズムの解明

50,000
消化器外科
今村裕

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
直腸癌術前化学放射線療法の効果予測マーカーとし
ての⾎清中microRNA解析

300,000
消化器外科
秋吉⾼志

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
全エクソンシークエンスによる直腸癌術前放射線化
学療法効果予測遺伝⼦の同定

900,000
消化器外科
秋吉⾼志

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
ヒトパピローマウイルス感染と発がん
－臓器横断的解析－

20,000
頭頸科
新橋渉

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
⼦宮体癌時系列検体を用いた⻩体ホルモン治療抵抗
性・再発を規定する遺伝⼦変異の同定

1,400,000
細胞診断部
杉山裕⼦

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
大腸癌同一症例原発／転移組織を用いたプロテオー
ム解析による⾎中転移マーカーの開発

100,000
消化器外科
⻑山聡

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
⾷道扁平上⽪癌におけるがん代謝を制御する分⼦機
序の網羅的解析

1,200,000
消化器外科
渡邊雅之

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ） 間質応答を利用した乳癌治療の効率化 1,000,000
乳腺外科
上野貴之

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
前⽴腺癌に対する⾼線量率組織内照射の多施設プ
ラットフォーム構築と国際共同研究開始

914,662
放射線治療部
吉岡靖生
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⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
癌化学療法における薬剤性⼼筋症発症に寄与する遺
伝的素因ならびに⼼機能特性の解明

2,400,000
総合診療部
渡邉 直

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
頭頸部癌における腫瘍内免疫応答解析に基づく最適
な複合的免疫治療の検討

1,500,000
総合腫瘍科
仲野兼司

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
３次元画像解析とプロジェクションマッピングを用
いた乳房再建手術支援システムの開発

1,900,000
形成外科
矢野智之

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
肝硬変の小腸脂質吸収障害に対するBCAA（分枝鎖
アミノ酸）の保護作用の解明

250,000
消化器内科
山本安則

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
腎癌における遺伝⼦変異・遺伝⼦発現を基にした治
療体系確⽴への基礎研究

1,100,000
泌尿器科
湯浅健

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
⼦宮体癌時系列検体を用いた⻩体ホルモン治療抵抗
性・再発を規定する遺伝⼦変異の同定

50,000
婦人科
野村秀⾼

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
⼦宮体癌時系列検体を用いた⻩体ホルモン治療抵抗
性・再発を規定する遺伝⼦変異の同定

50,000
婦人科
加藤一喜

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
頭頸部癌における腫瘍内免疫応答解析に基づく最適
な複合的免疫治療の検討

100,000
総合腫瘍科
⾼橋俊二

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
ヒトパピローマウイルス感染と発がん
－臓器横断的解析－

20,000
放射線治療部
利安隆史

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
腫瘍内HER2不均一発現を呈する胃癌のトラスツズ
マブ耐性機序の分⼦生物学的解明

1,500,000
消化器内科
若槻尊

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
造⾎幹細胞移植を受ける患者のＱＯＬと知識、学習
性無⼒感、⾃⼰効⼒感との関係の解明

1,647,719
看護部
鈴⽊美穂

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
看護師の臨床判断⼒を強化する卒後教育プログラム
とその評価指標の確⽴

50,000
看護部
鈴⽊美穂

⽂部科学省 挑戦的研究（萌芽）
メチル化異常の網羅的解析による⾷道胃接合部腺癌
の新たな分類と治療標的分⼦の探索

2,300,000
消化器外科
今村裕

⽂部科学省 挑戦的研究（萌芽）
メチル化異常の網羅的解析による⾷道胃接合部腺癌
の新たな分類と治療標的分⼦の探索

50,000
消化器外科
渡邊雅之

⽂部科学省 挑戦的萌芽研究
地域⾼齢者を支えるコンビニエンスストア：地域包
括ケアにおける協働モデルの構築

50,000
看護部
鈴⽊美穂

⽂部科学省 若手研究（Ａ）
⾷道胃接合部腺癌におけるKRAS遺伝⼦増幅の意義
とその悪性化メカニズムの解明

6,400,000
消化器外科
今村裕

がん研究振興財団 一般課題：A
大腸癌肝転移・膵癌の化療後切除における術中蛍光
イメージングの有効性評価

1,000,000
消化器外科（肝胆膵）
石沢 武彰

大和証券ヘルス財団 調査研究助成
胆汁を用いたリキッドバイオプシーの胆管癌・膵癌
術前診断への応用

1,000,000
消化器外科（肝胆膵）
伊藤 寛倫

内視鏡医学研究振興
財団

研究助成⾦
内視鏡手術の確実性向上に寄与するライブ組織透明
化技術の開発

500,000
消化器外科（肝胆膵）
石沢 武彰

がん研究振興財団
海外派遣研究者への
助成事業

米国肝胆膵外科学会2018 170,000
消化器外科（肝胆膵）
渡邉 元⼰

がん研究振興財団
海外派遣研究者への
助成事業

The Clinical inpact Of Left Gastric Artery
Reconstruction/Preservation During Distal
Pancreatectomy With Celiac Resection
Pancreatic Body Cancer

170,000
消化器外科（肝胆膵）
大庭 篤志

がん研究振興財団
大腸癌肝転移病巣病理検体を用いた化学療法感受性
予知因⼦の解析

1,000,000
病院病理部
神田 浩明
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がん研究振興財団 A課題
⾼度リンパ節転移を伴う胃癌に対する術前化学療法
後の至適リンパ節郭清に関する研究

1,000,000
消化器外科
熊谷 厚志

内視鏡医学研究振興
財団

抗凝固薬内服例の胃腫瘍に対する内視鏡的粘膜下層
剥離術におけるダビガトラン置換の有効性を検証す
る多施設前向き試験」

1,000,000
消化器内科
由雄 敏之

⽇本対がん協会 リ
レー・フォー・ライ
フ・ジャパン「プロ
ジェクト未来」

がん患者の⼦供に対する⼼理的・社会的支援システ
ムの開発

1,000,000
消化器化療科
市村 崇

癌臨床研究助成基⾦
直腸癌に対する非手術療法(Watch&Wait療法）の
安全な導入と clinical complete response 診断基
準に関する前向き試験

500,000
消化器外科（大腸）
小⻄ 毅

外科学研究助成基⾦
大腸癌原発巣の遊走性癌幹細胞に着目したピンポイ
ント遺伝⼦抽出による新しい肝転移切除適応基準の
開発

500,000
消化器外科（大腸）
小⻄ 毅

内視鏡医学研究振興
財団

抗凝固薬内服例の胃腫瘍に対する内視鏡的粘膜下層
剥離術におけるダビガトラン置換の有効性を検証す
る多施設前向き試験

1,000,000
上部消化管内科
由雄 敏之

帝人ファーマ株式会
社

四肢転移性骨腫瘍切迫骨折症例に対する治療指針 500,000
整形外科
谷澤 泰介
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内閣府
（医薬基盤・健康・
栄養研究所）

戦略的イノベーショ
ン創造プログラム
AI（人工知能）ホス
ピタルによる⾼度診
断・治療システム

人工知能を有する統合がん診療⽀援システム 127,918,964
有明病院
佐野 武

⽇本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

産学連携全国がんゲノムスクリーニング
（SCRUM-Japan）患者レジストリを活⽤した
BRAF遺伝⼦変異陽性切除不能進⾏・再発⼤腸がん
を対象にした医師主導治験

2,600,000
消化器化学療法科
山口研成

⽇本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

病理学的Stage II/IIIで“vulnerable”な80歳以上
の⾼齢者胃癌に対する開始量を減量したS-1術後補
助化学療法に関するランダム化⽐較第III相試験

900,000
消化器外科
⼤橋  学

⽇本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

放射線治療管理、局所放射線療法のQA/QC、ISRT
標準化

250,000
放射線治療部
小口正彦

⽇本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

小児及びＡＹＡ世代の横紋筋肉腫およびユーイン
グ肉腫患者に対するリスク層別化臨床試験実施に
よる標準的治療法の開発

495,000
放射線治療部
角美奈⼦

⽇本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

リンパ節転移リスクを有する⼦宮体癌に対する標
準的リンパ節郭清確⽴のための多施設共同臨床試
験

300,000
婦人科
竹島信宏

⽇本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

切除不能進⾏・再発胃がんに対する個別化治療と
最適化標準療法に関する研究

200,000
消化器化学療法科
陳 勁松

⽇本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

眼部腫瘍の全国症例登録システムの構築に関する
研究

461,539
眼科
辻 英貴

⽇本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

急速進⾏性がん患者・家族と医師の共感的コミュ
ニケーション促進のための統合⽀援プログラムの
有効性を検証する無作為化⽐較試験

2,000,000
消化器内科
尾阪将人

⽇本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

局所進⾏非扁平上⽪非小細胞肺癌に対するシスプ
ラチン+S-1同時胸部放射線治療とシスプラチン+
ペメトレキセド同時胸部放射線治療の無作為化第
Ⅱ相試験

100,000
呼吸器内科
⻄尾誠人

⽇本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

早期転移発⾒による予後の向上を目指した乳がん
術後の新たな標準的フォローアップ法開発に関す
る研究

300,000
乳腺外科
北川⼤

⽇本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

Stage I/II⾆癌に対する予防的頸部郭清省略の意義
を検証するための多施設共同臨床試験

1,000,000
頭頸科
福島啓文

⽇本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

次世代シークエンサーによる網羅的がん関連遺伝
⼦パネル解析を⽤いたHER2遺伝⼦変異陽性の進⾏
非小細胞肺癌に対する治療開発を目指した研究

2,307,693
呼吸器内科
堀池篤

⽇本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

腎機能低下時、軽体重時におけるオシメルチニブ
療法の薬物動態、⽤量反応関係を検討する第1相試
験

1,000,000
呼吸器内科
北園聡
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⽇本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

SCRUM-Japanの基盤を活⽤した血液循環腫瘍
DNAスクリーニングに基づくFGFR遺伝⼦異常を有
する難治性の治癒切除不能な進⾏・再発固形がん
に対するTAS-120のバスケット型医師主導治験

1,600,000
消化器化学療法科
篠崎英司

⽇本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

外科手術手技の客観的評価と科学的根拠に基づい
た標準治療開発のための多施設共同第三相無作為
化試験の確⽴

500,000
肝胆膵外科
斎浦明夫

⽇本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

⾼悪性度骨軟部腫瘍に対する標準治療法確⽴のた
めの研究

153,880
整形外科
阿江啓介

⽇本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

臨床病期I/II/III⾷道癌（T4を除く）に対する胸腔
鏡下手術と開胸手術のランダム化⽐較第III相試験

200,000
消化器外科
渡邊雅之

⽇本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

局所進⾏胃癌に対する術前化学療法の有効性を検
証する臨床第Ⅲ相試験

1,000,000
消化器外科
布部創也

⽇本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

「頭頚部表在癌全国登録調査｣に基づいた頭頚部表
在癌に対する診断・治療法の開発に関する研究

230,770
頭頸科
三谷浩樹

⽇本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

⾼度腹膜転移胃癌に対する標準化学療法の確⽴に
関する研究

1,000,000
消化器化学療法科
山口研成

⽇本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

遺伝⼦組換え⿇疹ウイルスを⽤いた癌治療法の開
発

2,000,000
総合腫瘍科
⾼橋俊二

⽇本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

トレーサビリティの確保された線源と画像誘導を
利⽤した⾼線量率小線源治療の標準化と⾼度化の
研究

269,231
放射線治療部
吉岡靖生

⽇本医療研究開発機
構（AMED）

⾰新的がん医療実⽤
化研究事業

乳房再建におけるアウトカム指標の確⽴と科学的
根拠に基づいた患者意思決定⽀援

927,600
形成外科
澤泉雅之

⽇本医療研究開発機
構（AMED）

臨床研究・治験推進
研究事業

切除不能・術後再発胆道癌に対するＦＯＬＦＩＲ
ＩＮＯＸ療法

1,000,000
消化器内科
笹平直樹

⽇本医療研究開発機
構（AMED）

臨床研究・治験推進
研究事業

産学連携全国がんゲノムスクリーニング
（SCRUM-Japan）患者レジストリを活⽤した
BRAF遺伝⼦変異陽性切除不能進⾏・再発⼤腸がん
を対象にした医師主導治験

500,000
消化器化学療法科
山口研成

⽇本医療研究開発機
構（AMED）

未来医療を実現する
医療機器・システム
研究開発事業

生体多光⼦励起イメージング技術を利⽤した新規
低侵襲・⾼解像度がん診断装置の開発

4,000,000
乳腺センター
⼤野真司

⽇本医療研究開発機
構（AMED）

未来医療を実現する
医療機器・システム
研究開発事業

直径1mmの血管吻合を容易にする顕微鏡下手術⽀
援ロボットシステムの研究開発

1,153,860
乳腺センター
⼤野真司

⽇本医療研究開発機
構（AMED）

医薬品等規制調和・
評価研究事業

患者に対してセンシティブな内容（性交渉や避妊
等）を説明する医療従事者向け教育プログラムの
策定に関する研究

230,769
血液腫瘍科
⻄村倫⼦

⽇本医療研究開発機
構（AMED）

8K等⾼精細映像
データ利活⽤研究事
業

人工知能とデータ⼤循環によって実現する、⼤腸
内視鏡診療の⾰新的転換

420,600
消化器内科
斎藤彰一

⽇本医療研究開発機
構（AMED）
次世代がん

次世代がん医療創成
研究事業

がん細胞および免疫応答解析に基づくがん免疫療
法効果予測診断法の確⽴

39,590,000
呼吸器内科
⻄尾誠人



396

【2018年度】
受託元 種目/項目 研究テーマ ⾦額 研究者

⽇本医療研究開発機
構（AMED）
次世代がん

次世代がん医療創成
研究事業

NGS技術を駆使した遺伝学的解析による家族性乳
がんの原因遺伝⼦同定と標準化医療構築

56,913,847
乳腺センター
⼤野真司

⽇本医療研究開発機
構（AMED）
次世代がん

次世代がん医療創成
研究事業

腸内細胞を指標とした⼤腸がんの早期診断方法の
開発

2,000,000
消化器外科
⻑山聡

⽇本医療研究開発機
構（AMED）
次世代がん

次世代がん医療創成
研究事業

切除組織培養分泌エクソソームの網羅的解析によ
るがん早期診断薬開発

1,800,000
消化器外科
⻑山聡

厚生労働省
がん対策推進総合研
究事業

小児・AYA世代がん患者のサイバーシップ向上を
志向した妊孕性温存に関する⼼理⽀援体制の均て
ん化に向けた臨床研究

200,000
乳腺センター
⼤野真司

厚生労働省
がん対策推進総合研
究事業

３学会合同「がんゲノムネット」を⽤いた、国⺠
への「がんゲノム医療」に関する教育と正しい情
報伝達に関する研究

300,000
総合腫瘍科
⾼橋俊二

国⽴がん研究セン
ター

国⽴がん研究セン
ターがん研究開発費

外科手術前後補助薬物療法早期臨床試験の研究体
制確⽴に関する研究

600,000
消化器外科
小⻄毅

国⽴がん研究セン
ター

国⽴がん研究セン
ターがん研究開発費

ＪＣＯＧ試験におけるＰＥＴ/ＣＴのＱＡ/ＱＣを
担保するシステム構築に関する研究・がんＰＤＧ
－ＰＥＴ/ＣＴ撮像法ガイドラインの改訂に関する
研究

2,500,000
核医学部
寺内隆司

国⽴がん研究セン
ター

国⽴がん研究セン
ターがん研究開発費

胃がんに対する標準治療確⽴のための多施設共同
研究

600,000
消化器外科
布部創也

文部科学省 新学術領域研究 先端モデル動物⽀援プラットフォーム 410,000
臨床研究・開発セン
ター
牛嶋 ⼤

文部科学省 基盤研究（Ａ）
骨軟部腫瘍における診断マーカーの同定と腫瘍概
念の再構築を目指した融合遺伝⼦の探索

150,000
整形外科
阿江啓介

文部科学省 基盤研究（Ｂ）
⾰新的治療法開発を目指した抗癌剤耐性に関わる
腸内細菌叢の網羅的探索

70,000
消化器外科
今村裕

文部科学省 基盤研究（Ｂ）
予測医学の実現に向けたオミックスデータに基づ
く統計学的方法の開発

150,000
臨床研究・開発セン
ター
牛嶋 ⼤

文部科学省 基盤研究（Ｂ）
患者由来細胞のキノーム解析による標的キナーゼ
活性定量法を⽤いた薬剤耐性機序の解明

100,000
消化器外科
⻑山聡

文部科学省 基盤研究（Ｂ）
ヘリコバクター属感染と膵がん・胆道がんのリス
ク

300,000
消化器内科
笹平直樹

文部科学省
基盤研究（Ｂ）
（特設分野研究）

⼤規模経時採取血漿バンクの網羅的蛋⽩質変動解
析による⼤腸癌再発予測因⼦の解明

600,000
消化器外科
⻑山聡

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
⾼感度域でも良好な定量性を⽰し、普及し易いメ
チル化DNA解析法の開発

1,500,000
購買・施設部
野村幸男

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
基礎研究解析データに基づく⼤腸がん治療薬の非
網羅的バイオマーカー検証研究

1,300,000
消化器内科
末永光邦

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
汗腺機能障害からみた分⼦標的薬による⽪膚障害
の病態解析と新規治療法の開発

3,351,672
⽪膚科
⻄澤綾
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文部科学省 基盤研究（Ｃ）
胃粘膜内のmicrobiomeと胃癌の悪性度に関する網
羅的解析

50,000
消化器外科
井田智

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
胃粘膜内のmicrobiomeと胃癌の悪性度に関する網
羅的解析

50,000
消化器外科
今村裕

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
⼤腸癌におけるRNF43遺伝⼦による腫瘍増殖メカ
ニズムの解明

50,000
消化器外科
今村裕

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
直腸癌術前化学放射線療法の効果予測マーカーと
しての血清中microRNA解析

100,000
消化器外科
秋吉⾼志

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
遺伝⼦変異情報に基づいた⼤腸癌に対する新規治
療戦略の開発

1,500,000
消化器外科
⻑山聡

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
免疫ゲノム解析による直腸癌術前放射線化学療法
の治療効果に寄与する免疫環境の解明

1,400,000
消化器外科
秋吉⾼志

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
⼦宮体癌時系列検体を⽤いた⻩体ホルモン治療抵
抗性・再発を規定する遺伝⼦変異の同定

1,800,000
細胞診断部
杉山裕⼦

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
リキッドバイオプシーに基づく直腸癌術前放射線
化学療法の効果予測法の開発

1,400,000
消化器外科
上野雅資

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
胆汁を⽤いたリキッドバイオプシーの確⽴と胆管
がん術前診断への応⽤

800,000
消化器外科
伊藤寛倫

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
活性化ストローマ細胞とのクロストークを介した
炎症性発癌メカニズムの解明

1,200,000
消化器外科
今村裕

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
前⽴腺癌に対する⾼線量率組織内照射の多施設プ
ラットフォーム構築と国際共同研究開始

700,000
放射線治療部
吉岡靖生

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
癌化学療法における薬剤性⼼筋症発症に寄与する
遺伝的素因ならびに⼼機能特性の解明

600,000
総合診療部
渡邉 直

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
頭頸部癌における腫瘍内免疫応答解析に基づく最
適な複合的免疫治療の検討

1,600,000
総合腫瘍科
仲野兼司

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
３次元画像解析とプロジェクションマッピングを
⽤いた乳房再建手術⽀援システムの開発

900,000
形成外科
矢野智之

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
腎癌における遺伝⼦変異・遺伝⼦発現を基にした
治療体系確⽴への基礎研究

1,100,000
泌尿器科
湯浅健

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
頭頸部癌における腫瘍内免疫応答解析に基づく最
適な複合的免疫治療の検討

200,000
総合腫瘍科
⾼橋俊二

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
抗VEGFR2抗体投与後早期のVEGF-A上昇の臨床的
意義と新たな治療戦略の開発

900,000
消化器内科
若槻尊

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
ウェアラブルデバイスを使⽤したがん性疼痛管理
における医療⽤⿇薬の客観的有⽤性評価

400,000
薬剤部
鈴⽊賢一

文部科学省 挑戦的研究（萌芽）
メチル化異常の網羅的解析による⾷道胃接合部腺
癌の新たな分類と治療標的分⼦の探索

2,600,000
消化器外科
今村裕

文部科学省 挑戦的研究（萌芽）
⾰新的治療法開発を目指した腸内細菌叢とサルコ
ペニアの網羅的解析

50,000
消化器外科
今村裕

文部科学省 若手研究（Ａ）
⾷道胃接合部腺癌におけるKRAS遺伝⼦増幅の意義
とその悪性化メカニズムの解明

5,500,000
消化器外科
今村裕

文部科学省 若手研究（Ｂ）
乳癌における免疫モニタリングと新規免疫治療の
開発

800,000
総合腫瘍科
小野⿇紀⼦
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文部科学省 若手研究
⼦宮頸がん放射線治療におけるラディオミクス解
析と標的体積縮小モデルの構築

1,400,000
放射線治療部
中野正寛

文部科学省
研究活動
スタート⽀援

超微小血管吻合技術を⽤いた筋電義手の理想的な
末梢神経インターフェイスの追求

1,000,000
形成外科
⾟川領

⽇本学術
振興会

藤田記念医学研究振
興基⾦研究助成事業

肺扁平上⽪癌と⾷道癌肺転移の鑑別-FFPEからの発
現解析とNGSを⽤いた確認

1,000,000
呼吸器外科
一瀬淳二

がん研究振興財団 がん研究助成⾦：A
胆汁を⽤いたリキッドバイオプシーの確⽴と胆管
がん術前診断への応⽤

1,000,000
消化器外科（肝胆
膵） 伊藤 寛倫

公益財団法人 ⼤和
証券ヘルス財団

リキッドバイオプシーに基づく直腸癌術前放射線
化学療法の効果予測法の開発

1,000,000
消化器外科（⼤腸）
秋吉 ⾼志

公益財団法人がん研
究振興財団

Hypermutatorに着目した直腸がん術前放射線化
学療法効果予測因⼦の探索

1,000,000
消化器外科（⼤腸）
秋吉 ⾼志

三井住友信託銀⾏
公益信託 癌臨床研
究助成基⾦

マルチキナーゼ阻害剤（レゴラフェニブ）におけ
る手⾜症候群の新規予防・治療法の開発研究

500,000
⽪膚科
⻄澤 綾

上原記念生命科学財
団

人工知能を使⽤した⾷道癌の拾い上げ診断の検討 5,000,000
上部消化管内科
由雄 敏之

公益財団法人がん研
究振興財団

平成30年度がん研
究助成⾦

人工知能を⽤いた、狭帯域光観察併⽤拡⼤内視鏡
による胃癌の内視鏡診断の研究

1,000,000
上部消化管内科
堀内 裕介

公益財団法人がん研
究振興財団

術前がん患者の理解向上を目的としたVirtual
Reality⽤手術シミュレーションの開発

500,000
画像診断部・診療放
射線技師 川端一広

内視鏡医学研究振興
財団

海外派遣助成

The crush carving technique using a soft
coagulation device-A simple method for
successful laparoscopic hemi-nephrectomy
without hilar clamping（ソフト凝固を⽤いた新
しい無阻血腹腔鏡下半腎切除手技 —Crush
carving technique— の開発）

300,000
泌尿器科
駒井 好信

小野薬品工業株式会
社

小野薬品 奨学寄附
サポート

Narrow-Band-Imaging併⽤エンドサイトスコ
ピーの上部消化管における有⽤性の検討

9,000,000
上部消化管内科
堀内 裕介

三井生命厚生財団
第51回医学研究助
成

前⽴腺癌に対する各種放射線治療の効果、有害事
象、QOL、コストの⽐較による最適な治療法選択

1,000,000
放射線治療部
吉岡 靖生

小野薬品工業株式会
社

リンパ管静脈吻合術における術中リンパ造影の効
果

8,000,000
形成外科
棚倉 健太

独⽴⾏政法人⽇本学
術振興会 藤田記念
医学研究振興基⾦研
究助成事業

肺扁平上⽪癌と⾷道癌肺転移の鑑別 ―FFPEから
の発現解析とNGSを⽤いた確認―

1,000,000
呼吸器外科
一瀬 淳二

内視鏡医学研究振興
財団

抗凝固薬内服例の胃腫瘍に対する内視鏡的粘膜下
層剥離術におけるダビガトラン置換の有効性を検
証する多施設前向き試験

1,000,000
上部消化管内科
由雄 敏之

⼤鵬薬品 奨学寄付
泌尿器腫瘍における新たな予後予測パラメータ・
スコアリングシステムの確⽴

500,000
泌尿器科
米瀬 淳二

小野薬品 奨学寄付
膀胱全摘除周術期管理におけるERASの導⼊とその
有⽤性の検討

1,000,000
泌尿器科
米瀬 淳二

アステラス 奨学寄付 腎癌における薬物治療体系確⽴への基礎研究 700,000
泌尿器科
米瀬 淳二
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2017年
回 日付 開催時間 演題 発表者

がん研有明病院のIVR（・・・これから） 画像診断部 松枝 清 医師
国⽴がん研究センター 理事⻑特任補佐
中央病院放射線診断科⻑ IVRセンター⻑
荒井 保明 先生

当院におけるリンパ浮腫の外科治療の実際 形成外科  棚倉 健太 医師
旭川医科大学 外科学講座血管外科
齊藤 幸裕 先生
Instituto Angelita & Joaquim Gama
Prof. Rodrigo O. Perez

28年度 Best English Paper  受賞記念講演会
【ゴールド賞】
Randomized, double-blind, phase Ⅲtrial of
palonosetron versus granisetron in the triplet
regimen for preventing chemotherapy-induced
nausea and vomiting after highly emetogenic
chemotherapy: TRIPLE study

薬剤部  鈴⽊ 賢⼀ 薬剤師

【シルバー賞】
Randomized clinical trial of oral and intravenous
versus intravenous antibiotic prophylaxis for
laparoscopic colorectal resection

消化器（大腸）外科  池田 篤志 医師

Surgical excision without  whole breast irradiation
for complete resection of ductal carcinoma in situ
identified using strict,unified criteria

乳腺外科   坂井 威彦 医師

Parenchymal-Sparing Hepatectomy Does Not
Increase Intrahepatic Recurrence in Patients with
Advanced Colorectal Liver Metastases

消化器（肝胆膵）外科  松村 優 医師

Colonic Marking With Near-Infrared, Light-Emitting,
Diode-Activated Indocyanine Green for Laparoscopic
Colorectal Surgery

消化器（大腸）外科   永田 淳 医師

【ブロンズ賞】
Young adult breast cancer patients have a poor
prognosis independent of prognostic
clinicopathological factors: a study from the
Japanese Breast Cancer Registry

乳腺外科   片岡 明美 医師

Serum VEGF-A and CCL5 levels as candidate
biomarkers for efficacy and toxicity of regorafenib in
patients with metastatic colorectal cancer

消化器化学療法科   末永 光邦 医師

興和株式会社 医業事業部 医療⽤開発本部
臨床解析部 部⻑

菅波 秀規 先生
Phase Ⅰ チームについて 総合腫瘍科 友松 純⼀ 医師

東京大学医科学研究所 先端医療研究センター教授
藤堂 具紀 先生

がん病院における感染対策 帯状疱疹の事例を通して 感染症科 羽山 ブライアン 医師
国⽴国際医療研究センター
忽那 賢志 先生

がん研有明病院におけ胸腔鏡下肺がん手術の現状 呼吸器外科 中尾 将之 医師
肺がん薬物療法の進歩 がん研究会有明病院の歩みとと
もに

呼吸器内科 堀池 篤 医師

AIを⽤いた胃癌の内視鏡診断 上部消化管内科 平澤 俊明 医師
神⼾大学大学院 科学技術イノベーション研究科
先端医療学分野

医学研究科 iPS細胞応⽤医学分野 教授
⻘井 貴之 先生

当科における前⽴腺癌に対するダビンチ手術の成績/現況 泌尿器科 山本 真也 医師
東京医科⻭科大学大学院
消化管外科学分野 教授
絹笠 祐介 先生
Department of Pathology, Massachusetts General
Hospital and Harvard Medical School 准教授

Mari Mino-Kenudson (三野 眞理) 先生
The Royal Liverpool and Broadgreen University
Hospital NHS Trust, Liverpool, UK

Fraser McLean Smith 先生

第270回 2017年11⽉1⽇（⽔） 18:00〜19:30 Watch and wait for rectal cancer. When to do it,
how to do it and is it safe?

第265回 2017年6⽉20⽇（⽕） 18:00〜19:30
海外渡航歴のある患者の診療〜2020を迎えるにあたって
医療従事者がしっておくべきこと〜

第269回 2017年10⽉19⽇（⽊） 18:00〜19:30 PD-L1 Immunohistochemistry is the best predictive
biomarker for PD-1/PD-L1 blockade? - an
experience with NSCLC

第266回 2017年7⽉18⽇（⽕） 18:00〜19:30

第267回 2017年9⽉19⽇（⽕） 18:00〜19:30
細胞運命の操作技術の医学応⽤~iPS細胞にインスパイア
された研究の展開〜

第268回 2017年10⽉17⽇（⽕） 18:00〜19:30
直腸がんに対するロボット手術

第262回 2017年3⽉21⽇（⽕） 18:00〜19:30

第263回 2017年4⽉18⽇（⽕） 18:00〜19:30 ICH-GCPにおける変更点 リスクベースととは何か？

第264回 2017年5⽉16⽇（⽕） 18:00〜19:30
腫瘍溶解ウイルスについて

第261回 2017年2⽉23⽇（⽊） 18:00〜19:30 進⾏直腸癌の対するWatch&Wait療法 手術しないでも
癌は治る！

12．学術講演会

がん診療におけるIVR
第259回 2017年1⽉17⽇（⽕） 18:00〜19:30

肝細胞増殖因⼦によるリンパ浮腫遺伝⼦治療法の開発
18:00〜19:302017年2⽉21⽇（⽕）第260回

１2．学術研究講演
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上部消化管外科における周術期感染症対策-当院での取り
組み-

食道外科 岡村 明彦 医師

済生会横浜市東部病院 周術期⽀援センター⻑
栄養部部⻑

谷口 英喜 先生
抗PD-1抗体の現在地 婦人科 尾松 公平 先生

京都大学医学部附属病院
周産⺟⼦診療部 講師

濱⻄ 潤三 先生

第271回 2017年11⽉21⽇（⽕） 18:00〜19:30

Skill Mix型チームTOPSによるがん周術期⽀援

第272回 2017年12⽉19⽇（⽕） 18:00〜19:30
免疫チェックポイント阻害薬 今後の展望とピット
フォール
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2018年
回 日付 開催時間 演題 発表者

マギーズ東京を患者に紹介してみると・・・ 乳腺外科 医⻑ ⽚岡 明美 医師
マギーズ東京センター⻑
秋山 正子 先生

⾁腫におけるバイオマーカーとしての分泌型microRNA
の意義

整形外科 医員  三浪 友輔 医師

がん・感染症センター都⽴駒込病院   病理科
元井 亨  先生
がん疼痛治療科部⻑ 服部 政治 医師
腫瘍精神科副医⻑ ⼤島 淑夫 医師
緩和治療科副医⻑ 櫻井 宏樹 医師

29年度 Best English Paper  受賞記念講演会
【ゴールド賞】
Laparoscopic and luminal endoscopic cooperative
surgery can be a standard treatment for
submucosal tumors of the stomach: a retrospective
multicenter study.

消化器（胃）外科 松田 達雄 医師

【シルバー賞】
Randomized clinical trial comparing standard diet
with perioperative oral immunonutrition in total
gastrectomy for gastric cancer.

消化器（胃）外科 井田 智 医師

Adrenal insufficiency related to anti-programmed
death-1 therapy.

呼吸器内科 有安 亮 医師

Accuracy of diagnostic demarcation of
undifferentiated-type early gastric cancer for
magnifying endoscopy with narrow-band imaging:
surgical cases.

上部消化管内科 堀内 裕介 医師

【ブロンズ賞】
Second-line chemotherapy for patients with
advanced gastric cancer.

消化器化療科 ⾼張 ⼤亮 医師

Serum miR-143 levels predict the pathological
response to neoadjuvant chemoradiotherapy in
patients with locally advanced rectal cancer.

消化器（⼤腸）外科 日吉 幸晴 医師

Total laparoscopic pelvic exenteration for a laterally
recurrent cervical carcinoma with a vesicovaginal
fistula that developed after concurrent
chemoradiotherapy.

婦⼈科 ⾦尾 祐之 医師

High pretreatment level of soluble interleukin-2
receptor is a robust pronostic factor in patients with
follicular lymphoma treated with R-CHOP-like
therapy.

血液腫瘍科 草野 善晴 医師

METの活動状況 集中治療部 山本 豊 医師
急性期医療おける近隣施設との医療連携 集中治療部 山本 豊 医師
災害拠点病として :災害医療への準備・当院の設備の状
況

集中治療部 望⽉俊明 医師

頭頸部がんの治療について 頭頚科 日⾼⻯太 医師
東海⼤学医学部
⽿⿐咽喉科領域主任 教授付属病院副院⻑
医療監査部⻑
⼤上 研二 先生

1次治療オシメルチニブの耐性変異予測 呼吸器内科 内堀 健 医師
国⽴がん研究センター中央病院先端医療科科⻑
山本 昇 先生

当院における最新放射線治療：今年の進歩 放射線治療部 ⼩⼝正彦 医師
東京医科⻭科⼤学⼤学院医⻭学総合研究科
⼝腔放射線腫瘍学分野 教授

三浦 雅彦 先生
星ヶ丘医療センター・緩和ケア科部⻑
川原 玲子 先生

当院における退院・在宅療養⽀援の取り組み
－退院・在宅療養⽀援の実例を踏まえて－

医療連携部 田近忍

茨城県⽴中央病院 がん看護専門看護師
角田 直枝 看護局⻑

がん患者の退院・在宅療養⽀援

第281回 2018年7⽉24日（⽕） 18:00〜19:30

第282回 2018年9⽉5日（⽔） 18:00〜19:30

頭頸部癌治療後QOSのための⽀持療法

今後のがん研における緩和治療科の
方向性とビジョンについて

第279回 2018年6⽉19日（⽕） 18:00〜19:30
日本の抗がん剤開発の課題  -日本は生き残れるか？-

第280回 2018年7⽉17日（⽕）

2018年2⽉20日（⽕）

第277回 2018年4⽉17日（⽕） 18:00〜19:30

第278回 2018年5⽉15日（⽕） 18:00〜19:30

18:00〜19:30

18:00〜19:30
細胞周期の可視化によって⾒えるRedistributionの意義

第273回 2018年1⽉16日（⽕） 18:00〜19:30
マギーズセンターの試み 医療者とのコミュニケーショ
ンに悩む相談者に応える

絶え間なく変化し続ける骨軟部腫瘍の疾患概念

第275回 2018年2⽉7日（⽔） 18:00〜19:30 今後のがん研における緩和治療科の方向性とビジョンに
ついて

第276回 2018年3⽉20日（⽕） 18:00〜19:30

第274回

上部消化管外科における周術期感染症対策-当院での取り
組み-

食道外科 岡村 明彦 医師

済生会横浜市東部病院 周術期⽀援センター⻑
栄養部部⻑

谷口 英喜 先生
抗PD-1抗体の現在地 婦人科 尾松 公平 先生

京都大学医学部附属病院
周産⺟⼦診療部 講師

濱⻄ 潤三 先生

第271回 2017年11⽉21⽇（⽕） 18:00〜19:30

Skill Mix型チームTOPSによるがん周術期⽀援

第272回 2017年12⽉19⽇（⽕） 18:00〜19:30
免疫チェックポイント阻害薬 今後の展望とピット
フォール



402

がんでも楽しく暮らすコツーおしゃれも忘れないライフ
スタイル

婦⼈科 宇津木 久仁子 医師

国⽴がん研究センターがんサバイバーシップ⽀援部⻑
⾼橋 都 先生 

当院における⾃家移植例のまとめ 血液腫瘍科 井上典仁 医師
⾃治医科⼤学 血液内科
⼤嶺 謙 先生

肝臓手術における術中超音波検査の未来展望 肝胆膵外科 三瀬 祥弘 医師
医療法⼈社団 昴会 日野記念病院
外科 院⻑代⾏

仲 成幸 先生

第284回 2018年11⽉7日（⽔） 18:00〜19:30
造血器腫瘍に対するキメラ抗原受容体 (CAR) 発現T細胞
療法の臨床開発

第285回 2018年12⽉18日（⽕） 18:00〜19:30
臨床医が進める医療機器開発 ―マイクロ波手術機器の
開発―

第283回 2018年10⽉16日（⽕） 18:00〜19:30

がんサバイバーシップケア再考：治療後を生きる⼈のケ
アを、誰が、何について、どこで、どのように⾏うか



403

13．財政状況

１．収入の部 （単位：千円）
27年度 28年度
金　額 金　額 金　額 割　合

基 本 財 産 収 入 11,238 9,239 8,639 0.02%
病 院 収 入 34,744,753 36,544,706 38,931,083 89.18%
研 究 所 収 入 302,268 329,310 1,302,409 2.98%
がん化学療法センター収入 42,720 41,340 40,840 0.09%
補 助 金 ・ 寄 付 金 収 入 1,019,446 910,296 983,150 2.25%
事 業 外 収 入 2,406,396 2,778,492 2,386,836 5.47%

収　入　合　計　 38,526,821 40,613,384 43,652,956 100.0%

２．支出の部 （単位：千円）
27年度 28年度
金　額 金　額 金　額 割　合

病 院 支 出 29,362,418 31,329,777 33,465,421 80.56%
研 究 所 支 出 2,438,749 3,023,668 2,884,475 6.94%
がん化学療法センター支出 427,692 456,434 482,099 1.16%
管 理 支 出 1,875,313 1,659,233 1,730,530 4.17%
事 業 外 支 出 429,590 404,290 359,778 0.87%
減 価 償 却 費 2,145,030 2,528,564 2,618,514 6.30%

科　 　目

科　 　目

平成27～29年度 正味財産増減計算（３か年度分）
平成27年４月１日　～　平成30年３月31日

29年度

29年度

減 価 償 却 費 2,145,030 2,528,564 2,618,514 6.30%
支　出　合　計　 36,678,792 39,401,966 41,540,816 100.0%

当 期 収 支 差 額 1,848,029 1,211,418 2,112,140 4.84%
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36,678,792
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